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客
様
に
東
由
利
町
の
新
た
な
出
発
を
宣
言
す
る

閉
町
記
念
式
も
執
り
行
い
ま
し
た
。
東
由
利
の

五
十
年
に
心
か
ら
感
謝
を
し
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
「
由
利
本
荘
市
」
に
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送

っ
た
こ
と
で
す
。

十
二
月
に
は
、
東
光
苑
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
八

床
の
増
設
工
事
竣
工
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
六
月
に

竣
工
す
る
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
と
共
に
懸
案
の
施

設
整
備
で
し
た
が
、
合
併
前
の
竣
工
に
間
に
合

っ
た
こ
と
で
す
。

十
三
回
を
数
え
る
「
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田

県
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
我
が
町
の
財
産
の
一
つ
で

す
が
、
こ
れ
も
由
利
本
荘
市
の
コ
ン
ク
ー
ル
と

し
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
発
足
以
来
審
査

に
当
た
っ
て
頂
き
ま
し
た
、
佐
々
木
良
三
先
生

始
め
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
こ

れ
か
ら
の
こ
と
も
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

東
中
野
球
部
も
二
十
一
年
振
り
の
県
大
会
出

場
と
い
う
大
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
忙
し
で
は
あ
り
ま
し
た
が
充
実
し
た
平
成

十
六
年
で
し
た
。

今
年
は
新
市
が
発
足
す
る
記
念
の
年
に
も
な

り
ま
す
。
東
由
利
が
ま
す
ま
す
「
明
る
く
元
気

に
」
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈
念
し
て
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
に
致
し
ま
す
。

一
市
七
町
の
各
市
町
長
が
署
名
。
町
議
会
の
議

決
を
経
て
県
に
廃
置
分
合
の
申
請
を
し
、
十
月

二
十
八
日
に
は
総
務
省
告
示
が
出
さ
れ
、
い
よ

い
よ
今
年
三
月
二
十
二
日
に
は「
由
利
本
荘
市
」

と
し
て
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は

合
併
を
強
く
意
識
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。四

月
に
は
、
蔵
・
法
内
地
区
の
排
水
処
理
施

設
、
横
渡
処
理
場
が
完
成
し
、
蔵
・
法
内
地
区

の
下
水
道
も
通
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
月
に
は
、
八
塩
い
こ
い
の
森
の
県
植
樹
祭

の
桜
植
栽
地
に
増
設
し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
年
秋
の
東
北
大
会
、

そ
し
て
平
成
十
九
年
に
開
催
さ
れ
る
「
秋
田
わ

か
杉
国
体
」
の
準
備
も
で
き
た
こ
と
で
す
。

九
月
に
は
岩
館
バ
イ
パ
ス
も
開
通
し
、
長
年

の
懸
案
だ
っ
た
県
道
神
岡
・
南
外
・
東
由
利
線

の
整
備
が
で
き
ま
し
た
。

十
月
に
は
平
成
十
一
年
の
県
植
樹
祭
以
来
毎

年
続
け
て
き
た
町
植
樹
祭
を
、
私
た
ち
の
大
き

な
宝
物
の
一
つ
で
あ
る
水
源
「
ボ
ツ
メ
キ
」
の

地
で
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
外
の
ボ
ツ
メ
キ
フ

ァ
ン
と
一
緒
に
ブ
ナ
を
植
え
る
こ
と
に
よ
り
、

閉
町
記
念
行
事
に
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
町
功
労
者
表
彰
式
・
合
同
竣
工

式
を
開
催
し
、
そ
の
節
に
三
百
人
を
越
え
る
お

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
２
０
０
５
年
、
平
成
十
七
年
が
皆
様
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
日
本
中
が
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、

大
難
儀
を
し
ま
し
た
。
台
風
が
十
一
個
も
上
陸

し
、
15
号
で
は
秋
田
県
沿
岸
地
方
に
も
塩
害
と

い
う
大
き
な
後
遺
症
を
残
し
た
こ
と
で
す
。

新
潟
県
の
中
越
地
震
も
観
測
史
上
初
め
て
と

い
う
震
度
７
の
大
地
震
で
し
た
。
豪
雪
地
帯
と

し
て
も
知
ら
れ
る
被
災
地
の
皆
さ
ん
の
難
儀
を

思
う
と
き
、
本
当
に
や
り
切
れ
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
大
自

然
の
中
で
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
生

か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

八
月
に
は
合
併
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
四
十
六
項
目
に
も
及
ぶ
合
併
協
定
書
に
、

東
由
利
町
長

阿
　
部
　
幸
　
悦
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平成16年の町の出来事を振り
返ります。

そ
の
他
の
出
来
事

１
月

・
消
防
出
初
め
式
（
４
日
）

・
新
春
町
政
座
談
会
（
５
〜
11
日
）

２
月

・
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
４
（
14
、

15
日
）

・
２
０
０
４
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利

大
会
（
22
日
）

３
月

・
早
春
や
し
お
元
気
ま
つ
り（
５
日
）

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
芸
術
文
化
賞
表
彰

式
（
６
日
）

・
雪
山
八
塩
登
山
（
14
日
）

４
月

・
農
業
委
員
会
一
般
選
挙
告
示
（
19

日
）

・
自
治
会
長
会
議
（
22
日
）

５
月

・
黄
桜
ま
つ
り
（
８
、
９
日
）

・
東
京
東
由
利
会
（
16
日
）

・
秋
田
「
東
由
利
を
語
る
会
」
（
21

日
）

６
月

・
敬
老
会
・
70
歳
を
祝
う
会（
18
日
）

・
第
49
回
町
畜
産
共
進
会
（
19
日
）

７
月

・
第
１
回
黄
桜
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
（
４
日
）

・
第
46
回
社
会
人
野
球
大
会
（
15
、

16
日
）

・
町
消
防
訓
練
大
会
（
25
日
）

・
東
中
野
球
部
県
大
会
出
場（
27
日
）

８
月

・
「
東
由
利
町
共
通
商
品
券
」
発
行

（
１
日
）

・
中
学
生
海
外
研
修
（
11
〜
19
日
）

・
成
人
式
（
15
日
）

・
町
臨
時
議
会
で
合
併
議
案
可
決

（
18
日
）

・
町
戦
没
者
追
悼
式
（
20
日
）

９
月

・
全
県
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い

（
14
日
）

・
合
同
金
婚
式
（
17
日
）

10
月

・
第
20
回
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭
（
24

日
）

・
社
会
人
秋
季
マ
ラ
ソ
ン
野
球
大
会

（
24
日
）

・
高
瀬
小
学
校
創
立
20
周
年
記
念
式

典
（
28
日
）

・
秋
ま
つ
り
２
０
０
４
（
30
、
31
日
）

・
や
し
お
紅
葉
ま
つ
り
（
30
日
〜
11

月
３
日
）

11
月

・
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ

ー
（
20
日
）

12
月

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
開
所
式（
９
日
）

・
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式
（
19
日
）

既存の2コースに加え、「きざ
くらコース」と「やまぶきコー
ス」がオープン。10月には、国
際パークゴルフ協会の公認コー
スとして認定されました。

八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

新
設
18
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

6/27

同処理施設の計画処理戸数
は、蔵・法内地区の約300戸。
式では関係者約50人が通水を祝
いました。

蔵
・
法
内
地
区
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
通
水
式

4/16

地元住民も参加してのパレー
ドが行われました。着工は平成
9年、総事業費は約11億200万
円。

岩
舘
バ
イ
パ
ス
開
通
式

9/10

8首長と特別立会人の寺田県
知事が46項目の協定書に署名。
翌日の臨時議会では、賛成多数
で合併議案が可決されました。

合
併
協
定
調
印
式

8/17

現職13人と新人1人が無投票
で当選。町議選の無投票は、昭
和47年以来のこと。

町
議
会
議
員
選
挙
告
示

7/13

本荘由利1市10町の首長・議
長ら約300人が出席。この式典
に先がけて、役場前では閉町記
念モニュメントの除幕式が行わ
れました。

町
功
労
者
表
彰
式
・
閉
町

式
並
び
に
合
同
竣
工
式

11/5

小中学生がいこいの森駐車場
にアジサイなど約450本を植樹
(20日)、一般の部ではボツメキ
水源地に約760本のブナを植樹
(23日)。

閉
町
記
念
「
２
０
０
４

町
植
樹
祭
」

10/20
23

本町出身の浅野和子さん、梅
若梅清さんらが出演。力強い歌
声が約600人の観客を魅了しま
した。

合
併
記
念
「
東
由
利
民
謡

の
祭
典
」

9/20



【
町
民
福
祉
課
】

●
町
健
康
福
祉
大
会

社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
九

月
十
日
に
開
催
。

●
火
災

九
月
二
十
四
日
、
境
地
内
で
非

住
宅
火
災
が
発
生
。
出
火
原
因
は
現

在
調
査
中
。

●
防
災
訓
練

十
一
月
七
日
に
老
方
地
区
で
実

施
。
消
防
団
、
地
元
婦
人
消
防
隊
、

地
域
住
民
ら
約
二
百
人
が
参
加
。

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑
】

●
施
設
利
用
状
況
（
十
一
月
末
現

在
）施

設
の
入
退
所
者
数
は
そ
れ
ぞ

れ
十
一
人
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
延

べ
利
用
者
数
は
二
千
八
百
三
十
五
人

で
、
一
日
平
均
十
一
・
六
人
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
延
べ
利
用
者
数
は
、
三

千
七
百
七
十
五
人
で
、
一
日
平
均
十

八
・
一
人
と
前
年
同
期
よ
り
百
八
十

六
人
の
増
。

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
開
所
式

十
二
月
九
日
に
行
い
、
翌
日
か

ら
利
用
者
の
受
け
入
れ
を
開
始
。

【
産
業
課
】

●
稲
作

十
一
月
末
現
在
の
販
売
実
績
は
、

数
量
が
九
万
二
千
百
九
十
三
袋
（
前

年
比
三
千
二
百
八
十
六
袋
の
増
）、

販
売
金
額
が
五
億
七
千
八
百
十
四
万

円
（
前
年
比
一
億
八
千
百
三
十
六
万

円
の
減
）。
販
売
金
額
が
大
き
く
減

少
し
た
原
因
は
、
仮
渡
金
の
大
幅
な

下
落
。

●
水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金

新
し
い
米
政
策
の
一
年
目
と
し

て
は
、
現
場
の
混
乱
も
な
く
進
め
ら

れ
た
と
考
え
て
い
る
。
来
年
度
は
、

産
地
づ
く
り
交
付
金
の
単
価
見
直
し
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町
議
会
十
二
月
定
例
会
が
十
二
月
十
四
日
か
ら
十

六
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
十
六
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
を
含
む
十
三
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

議
会
12
月
定
例
会

議
会
12
月
定
例
会

ふ
る
さ
と
出
会
い
の
森
事
業
を
解
消

◇
ふ
る
さ
と
出
会
い
の
森
設
定
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

◇
ふ
る
さ
と
出
会
い
の
森
特
別
町

民
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

◇
ふ
る
さ
と
出
会
い
の
森
事
業
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

い
ず
れ
も
事
業
の
解
消
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

◇
町
中
小
企
業
振
興
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定

一
市
七
町
合
併
協
議
の
事
務
事
業

の
す
り
合
わ
せ
に
お
い
て
、
資
金
の

直
接
預
託
廃
止
に
伴
い
、
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
も
の
。

◇
町
簡
易
給
水
施
設
設
置
条
例
の

制
定大

台
・
杉
森
・
新
沢
・
沼
・
高

村
・
黒
沢
の
六
地
区
簡
易
給
水
施
設

の
管
理
を
、
管
理
組
合
に
委
託
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
た
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

◇
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合

に
関
す
る
規
約
の
変
更

一
市
七
町
の
合
併
に
伴
う
、
構
成

団
体
名
及
び
構
成
数
の
変
更
に
よ
る

も
の
。

◇
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合

の
共
同
処
理
事
務
の
変
更
に
伴
う

財
産
処
分

ゴ
ミ
処
理
事
業
・
情
報
処
理
事
業

が
新
市
の
直
轄
事
業
と
な
る
こ
と
か

ら
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
財
産
を
由
利

本
荘
市
に
帰
属
さ
せ
る
も
の
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

三
千
百
二
十
六
万
九
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
四
十
三
億
九
千
二

百
三
十
九
万
一
千
円
と
し
た
も
の
。

歳
出
予
算
追
加
の
主
な
内
容
は
▼
新

市
庁
舎
整
備
事
業
負
担
金
二
百
三
十

万
九
千
円
▼
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費

補
助
金
四
百
四
十
八
万
六
千
円
▼
葉

た
ば
こ
乾
燥
施
設
台
風
被
害
対
策
事

業
補
助
金
百
二
万
円
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算

九
百
五
十
五
万
八
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
五
億
三
千
三
十
七

万
三
千
円
と
し
た
も
の
。
歳
出
予
算

追
加
の
主
な
内
容
は
▼
療
養
給
付
費

八
百
八
十
八
万
一
千
円
。

◇
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

医
療
給
付
費
な
ど
の
精
算
見
込
み

に
よ
り
、七
千
百
四
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
六
億
九
千
九
百
五
十
八

万
七
千
円
と
し
た
も
の
。

◇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算四

十
七
万
二
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
二
億
三
千
二
百
三
十
三
万

四
千
円
と
し
た
も
の
。
歳
出
予
算
追

加
の
内
容
は
、
督
促
手
数
料
シ
ス
テ

ム
の
変
更
に
伴
う
負
担
金
な
ど
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

処
理
場
維
持
費
と
緊
急
単
独
事
業

費
の
精
算
見
込
み
に
よ
り
、
一
千
七

百
二
十
八
万
六
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
四
億
六
千
三
百
十
九
万
四

千
円
と
し
た
も
の
。

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑

特
別
会
計
補
正
予
算

サ
ー
ビ
ス
収
入
・
繰
入
金
の
精
算

見
込
み
に
よ
り
、
二
千
二
百
七
十
一

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
五
億

五
千
百
二
十
万
九
千
円
と
し
た
も

の
。

（
一
部
抜
粋
） 

ふ
る
さ
と
出
会
い
の
森
事
業
を
解
消



な
ど
の
微
調
整
の
ほ
か
、
集
落
営
農

の
本
格
的
な
推
進
を
図
り
た
い
。

県
に
配
分
さ
れ
た
来
年
度
の
生

産
目
標
数
量
は
、
今
年
度
よ
り
〇
・

五
�
多
い
五
十
万
二
千
六
百
七
十

�
。

●
台
風
被
害
対
策

最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
損
傷
。
県
の
戦

略
作
物
再
生
対
策
事
業
に
、
十
三
農

家
か
ら
二
十
五
棟
の
ハ
ウ
ス
再
建
の

要
望
が
出
て
い
る
。
補
助
率
は
県
一

〇
�
に
、
町
が
一
〇
�
の
嵩
上
げ

を
考
え
て
い
る
。

資
金
対
策
に
つ
い
て
は
、
十
一

月
十
九
日
に
周
知
チ
ラ
シ
を
配
布
。

二
月
十
日
に
貸
付
実
行
を
予
定
し
て

い
る
。
償
還
期
間
は
六
年
以
内
。
農

家
負
担
が
無
利
子
に
な
る
よ
う
に
、

一
市
七
町
、
県
、
Ｊ
Ａ
が
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
利
子
助
成
を
実
施
す
る
。

●
中
山
間
地
域
直
接
支
払

対
象
面
積
は
、
昨
年
よ
り
一
・

二
七
�
少
な
い
九
百
八
十
一
・
六

�
余
り
。
交
付
金
は
、
前
年
度
よ

り
十
万
九
千
円
少
な
い
一
億
八
百
十

二
万
九
千
円
。
一
月

下
旬
か
ら
二
月
上
旬

に
交
付
す
る
予
定
。

平
成
十
七
年
度

は
、
制
度
は
継
続
さ

れ
る
見
通
し
で
あ
る

も
の
の
、
仕
組
み
や

交
付
金
単
価
の
改
正

は
あ
る
と
思
う
。

●
畑
作

野
菜
類
の
十
一
月

末
ま
で
の
総
販
売
金

額
は
五
千
二
百
七
十

八
万
九
千
円
で
、
前

年
比
四
百
三
十
六
万

二
千
円
の
減
。

葉
た
ば
こ
は
、
台

風
に
よ
る
ハ
ウ
ス
の

損
傷
で
濡
損
葉
が
出

て
お
り
、
品
質
低
下

に
よ
る
買
い
入
れ
単
価
の
低
下
を
心

配
し
て
い
る
。

●
畜
産

肉
用
牛
の
四
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
販
売
頭
数
は
四
百
十
六
頭
で
、

昨
年
よ
り
二
十
三
頭
少
な
い
が
、
販

売
金
額
は
昨
年
よ
り
一
千
六
百
十
五

万
七
千
円
多
い
二
億
四
百
七
十
五
万

五
千
円
。
子
牛
市
場
は
高
値
が
続
い

て
お
り
、
十
二
月
ま
で
の
平
均
価
格

は
四
十
九
万
二
千
円
。

生
乳
の
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
販
売
数
量
は
三
百
九
十
九
�
、

販
売
金
額
は
三
千
八
百
七
十
七
万
九

千
円
で
、
と
も
に
前
年
比
九
〇
�

の
実
績
。

●
土
地
改
良
事
業

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正

化
事
業
（
ポ
ン
プ
の
更
新
）
は
、
契

約
更
新
し
た
一
部
を
残
し
て
三
地

区
・
四
個
所
が
完
了
。

大
台
地
区
簡
易
給
水
施
設
は
、

計
画
ど
お
り
十
一
月
三
十
日
ま
で
に

工
事
が
完
了
。

八
塩
前
平
登
山
道
整
備
は
、
登

山
道
と
駐
車
場
が
十
二
月
始
め
ま
で

に
完
了
し
て
お
り
、
十
二
月
十
五
日

の
工
期
ま
で
に
看
板
の
取
り
付
け
を

行
い
、
今
年
度
分
の
工
事
が
完
了
す

る
。

●
林
業

造
林
事
業
の
実
績
は
、
枝
打
ち

三
十
九
・
二
�
、
保
育
間
伐
三
十

三
・
六
�
。

県
営
作
業
道
開
設
工
事
は
、
牧

山
線
、
高
森
線
と
も
に
今
年
度
分
の

工
事
が
完
了
。
高
森
線
は
幹
線
は
今

年
度
で
完
了
し
た
が
、
支
線
二
路
線

の
整
備
を
十
七
年
度
事
業
と
し
て
県

に
お
願
い
し
て
い
る
。

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
は
、
対
象
面
積
が
前
年
度
よ
り
十

一
・
九
五
�
多
く
、
交
付
金
は
一

千
六
百
五
十
二
万
円
余
り
と
な
る
見

通
し
。

【
建
設
課
】

●
国
道
一
〇
七
号

板
戸
第
二
工
区
に
つ
い
て
は
、

十
一
月
二
十
五
日
に
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
進
め
方
に
つ
い
て
板
戸
集
落
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
。
現
在
、
板
戸

側
か
ら
の
掘
削
準
備
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
年
明
け
に
は
発
破
工
法
に
よ

る
掘
削
工
事
が
進
め
ら
れ
る
予
定
。

四
月
頃
に
は
貫
通
す
る
予
定
と
説
明

を
受
け
て
い
る
。

板
戸
第
三
工
区
は
現
在
、
白
滝

橋
の
橋
台
部
が
完
成
し
護
岸
工
を
実

施
。
稲
荷
橋
も
鉄
筋
組
み
立
て
が
完

了
し
確
認
を
受
け
次
第
に
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
設
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
神
岡
南
外
東
由
利
線

引
き
続
き
野
田
地
内
の
急
カ
ー

ブ
個
所
の
改
良
準
備
を
進
め
、
三
月

に
は
工
事
が
発
注
さ
れ
る
予
定
。

●
黒
沢
ト
ン
ネ
ル

十
一
月
二
十
日
に
出
入
り
口
付

近
の
用
地
立
会
を
行
い
、
二
月
末
の

工
事
発
注
に
向
け
て
準
備
中
。

●
仁
賀
保
矢
島
舘
合
線

今
年
度
分
は
東
由
利
管
内
の
未

舗
装
三
十
�
を
残
し
て
完
了
。

●
町
道
新
田
線

十
一
月
二
十
四
日
に
用
地
説
明

会
を
開
催
。
今
後
は
、
一
部
橋
梁
前

後
の
高
盛
土
個
所
へ
の
暫
定
盛
土
及

び
畦
畔
築
立
工
事
を
行
う
。

●
そ
の
他
町
道

西
ノ
浜
線
、
野
田
会
館
へ
の
道

路
、
大
吹
川
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

●
林
道
蒲
台
線

今
年
度
の
事
業
費
は
五
千
万
円

で
、
工
期
は
七
月
二
十
六
日
か
ら
三

月
十
日
ま
で
。

●
林
道
土
場
沢
線

今
年
度
分
の
工
期
は
八
月
二
十

日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
。
全
体

の
完
成
は
平
成
十
八
年
度
を
予
定
し

て
い
る
。

●
災
害

融
雪
・
豪
雨
合
わ
せ
て
二
十
三

個
所
の
発
注
を
終
了
し
、
二
月
末
ま

で
の
工
期
で
工
事
準
備
中
。

●
水
道
事
業

蔵
地
内
及
び
須
郷
田
・
舘
合
地

内
の
給
水
管
切
替
工
事
を
施
工
。
橋

梁
添
架
の
工
事
個
所
（
十
二
ノ
前
）
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を
積
算
準
備
中
。
二
月
末
を
工
期
と

し
て
発
注
予
定
。

●
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

桂
台
、
野
田
の
管
路
工
二
件
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
二
件
が
完
了
。

岩
舘
地
内
二
件
の
管
路
工
事
も
ま
も

な
く
完
了
し
、
検
査
を
予
定
。
年
明

け
に
は
申
込
受
付
を
開
始
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
十
二
月
八
日
現
在
の

加
入
率
は
一
一
・
八
五
�
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽

十
基
分
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

九
基
の
設
置
が
完
了
。

【
総
務
課
】

●
町
功
労
者
表
彰
式
・
合
同
竣
工

式
・
閉
町
式

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
を

含
め
、
十
一
月
五
日
に
一
連
の
行
事

を
実
施
。
お
よ
そ
三
百
人
が
出
席
。

【
企
画
課
】

●
一
市
七
町
合
併
協
議

十
一
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月

七
日
ま
で
、
町
内
七
会
場
で
「
合
併

協
議
住
民
説
明
会
」
を
開
催
。

「
特
別
職
の
報
酬
」「
地
域
審
議

会
又
は
地
域
自
治
区
の
設
置
」
に
つ

い
て
は
、
小
委
員
会
で
協
議
中
。

「
指
定
金
融
機
関
の
選
定
」
に
つ
い

て
は
、
市
町
長
会
議
で
議
論
し
て
い

る
。

●
「
湯
楽
里
」
大
規
模
改
修
工
事

計
画
ど
お
り
十
月
二
十
五
日
に

完
了
し
、
翌
二
十
六
日
に
浴
室
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
新
設
、照
明
器
具
の
取
り
替
え
、

「
お
食
事
処
や
し
お
」
の
ト
イ
レ
増

築
な
ど
も
行
い
、
利
用
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

●
八
塩
い
こ
い
の
森

十
一
月
七
日
で
今
年
の

営
業
を
終
了
。
各
施
設
の

有
料
延
べ
利
用
者
数
は
一

万
三
千
四
百
十
八
人
で
、

昨
年
よ
り
二
千
三
百
六
十

四
人
の
増
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
、

昨
年
増
設
さ
れ
た
十
八
ホ

ー
ル
の
芝
生
養
生
を
待
っ

て
、
六
月
二
十
七
日
に
営

業
を
開
始
。
新
た
に
シ
ー

ズ
ン
券
を
発
行
し
た
こ
と

も
あ
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

延
べ
利
用
者
数
は
昨
年
比
三
千
五
十

六
人
増
の
九
千
百
十
九
人
。

【
教
育
文
化
課
】

●
高
瀬
小
創
立
二
十
周
年
記
念
式

典

十
月
二
十
九
日
に
実
施
。
同
校

の
今
後
の
飛
躍
を
願
う
。

●
第
十
二
回
町
音
楽
祭

十
月
二
十
四
日
に
開
催
。
合
併

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

●
高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県
コ
ン

ク
ー
ル

応
募
状
況
は
、
感
想
文
が
九
十

三
点
、
感
想
画
が
二
千
九
百
九
十
六

点
。
十
一
月
二
十
六
日
に
審
査
を
終

え
、
上
位
入
賞
者
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
。

●
小
松
耕
輔
生
誕
百
二
十
年
記
念

講
演
会

県
立
博
物
館
名
誉
館
長
の
新
野

直
吉
先
生
を
講
師
に
招
き
、
十
一
月

十
八
日
に
開
催
。
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小
　
松
　
勘
一
郎

議
員

問
　
学
童
保
育
の
今
後
の
方
向

は
。

答

永
慶
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
当
面

園
内
で
実
施
し
て
い
く
と
の
意
向

を
得
て
い
る
。
み
ど
り
学
童
ク
ラ

ブ
は
、
児
童
増
加
に
よ
り
十
二
月

か
ら
舘
合
共
催
団
の
集
会
施
設
で

実
施
し
て
い
る
。
両
学
童
ク
ラ
ブ

と
も
、
今
後
の
状
況
を
見
て
必
要

が
あ
れ
ば
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
路
線
バ
ス
の
な
い
地
域
の

幼
児
、
高
校
生
に
も
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
を
広
げ
て
は
ど
う

か
。

答

幼
児
、
高
校
生
も
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
は
で
き
る
。
園
児
の

保
護
者
に
は
周
知
も
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
運
行
時
間
が
通
学
時
間

と
合
わ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
現

状
で
は
利
用
者
は
い
な
い
。

問
　
職
員
の
精
神
面
の
健
康
管

理
は
。

答

毎
年
、
共
済
組
合
の
助
成
を

得
て
、
基
本
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク

を
実
施
し
て
い
る
。
職
員
の
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
十
分
関
心
を
は
ら
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
西
ノ
浜
か
ら
島
の
歩
道
を

自
転
車
が
違
反
走
行
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
歩
道
を
自
転

車
が
通
行
で
き
る
と
い
う
公
安

委
員
会
の
意
思
決
定
は
法
律
を

超
え
る
も
の
な
の
か
。

答

自
転
車
で
も
、
通
行
可
の
指

定
を
受
け
て
い
る
歩
道
で
あ
れ
ば

通
行
し
て
も
良
い
と
法
律
に
も
あ

る
。
ま
た
、
県
公
安
委
員
会
か
ら

は
国
道
一
〇
七
号
の
歩
道
に
つ
い

て
は
自
転
車
で
も
通
行
し
て
も
良

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
説
明

を
受
け
た
。

問
　
職
務
権
限
に
よ
る
住
所
の

抹
消
等
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き

で
行
わ
れ
る
の
か
。

答

住
民
票
の
削
除
・
修
正
は
、

実
態
調
査
を
も
と
に
慎
重
に
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
職

権
記
載
書
を
作
成
し
、
決
裁
後
処

理
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

長
　
沼
　
久
　
利

議
員

問
　
合
併
の
基
本
方
針
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
具
体
策
は
。

（
一
部
抜
粋
） 

▲「湯楽里」に新設されたエレベーター
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答

「
協
働
」
と
は
住
民
と
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、

協
力
し
て
働
く
こ
と
。
そ
れ
を
推

進
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
は
、

住
民
の
意
見
の
吸
い
上
げ
、
地
域

振
興
基
金
の
設
置
、
住
民
自
治
組

織
へ
の
行
政
事
務
委
託
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
支
援
な

ど
が
あ
る
。

問
　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答

町
と
し
て
も
で
き
る
支
援
は

し
て
い
き
た
い
が
、
利
益
に
結
び

つ
け
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
自
分
た
ち
で
で
き
る
活
動
を
続

け
て
ほ
し
い
。

問
　
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
」
に
基
づ
く
行
動
計
画

策
定
の
推
移
と
現
状
は
。

答

平
成
十
七
年
三
月
の
施
行
に

向
け
、
一
市
七
町
が
一
体
と
な
っ

て
行
動
計
画
を
策
定
す
る
。
そ
の

際
に
各
市
町
が
持
ち
寄
る
素
案
は

策
定
済
み
。

問
　
「
あ
き
た
教
育
新
時
代
の

創
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
こ
の
地

域
に
与
え
る
影
響
は
。

答
　
直
接
の
影
響
は
人
事
評
価
の

施
行
。
し
か
し
、
今
後
六
年
間
の

う
ち
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
考

え
る
。

小
　
野
　
　
　
健

議
員

問

「
み
ど
り
の
ア
ジ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ

推
進
戦
略
」に
対
す
る
考
え
を
伺

う
。

答

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
認
識
。

日
本
農
業
の
現
状
は
心
配
だ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
国
益
が
絡
み
合
い
難
し

い
こ
と
だ
が
、
先
進
国
で
あ
る
日

本
が
指
導
し
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
良
い
枠
組
み
を

つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問
　
高
校
生
の
遠
距
離
通
学
に

対
す
る
支
援
を
。

答

適
切
な
支
援
を
考
え
検
討
し

て
き
た
が
、
合
併
後
は
奨
学
資
金

と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
く
と
思
う
。

問
　
交
付
税
の
大
幅
削
減
や
公

債
費
増
加
に
よ
り
、
合
併
後
の

財
政
的
危
機
は
免
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答

合
併
に
よ
る
人
件
費
削
減
な

ど
の
効
果
も
想
定
で
き
る
。
現
時

点
の
数
字
だ
け
で
は
判
断
で
き
な

い
と
考
え
る
。

問
　
日
本
歯
科
医
師
連
盟
と
旧

橋
本
派
の
ヤ
ミ
献
金
問
題
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

答
　
裁
判
の
行
方
を
見
守
り
た
い
。

新
し
い
民
生
児
童
委
員
決
ま
る

町
民
生
児
童
委
員
辞
令
交
付
式

町
民
生
児
童
委
員
の
辞
令
交
付
式

が
、十
二
月
七
日
に
役
場
で
行
わ
れ
、

五
人
の
新
委
員
を
含
む
二
十
二
人
に

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
阿

部
幸
悦
町
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
た
び
の
任
期
満
了
に
伴
い
退

任
さ
れ
た
の
は
、
高
橋
隆
男
さ
ん

（
下
小
路
）、
佐
藤
千
鶴
子
さ
ん
（
舘

西
）、
高
橋
時
郎
さ
ん
（
久
保
）
長

谷
山
洋
子
さ
ん
（
上
通
）、
遠
藤
眞

吉
さ
ん
（
新
処
）、
大
日
向
イ
サ
さ

ん
（
大
琴
）
の
六
人
で
、
こ
れ
ま
で

困
っ
て
い
る
方
々
の
援
助
や
指
導
に

当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

氏　　名 

小松　惣一 

畠山　清子 

佐藤　　貢 

畠山　　楸 

高橋　　誠 

佐藤　　操 

小松　和子 

小松　良一 

佐藤　　守 

佐藤　陽子 

畠山　紀子 

千葉　安子 

石渡　力造 

阿部タツ子 

遠藤喜恵子 

遠藤　正明 

千葉　康平 

佐々木輝男 

小野　清幸 

小松　　篤 

 

担　当　自　治　会 

智者鶴、向田、泡ノ渕 

黒渕、葎沢、地下ノ沢 

田代、石高、時雨山 

袖山、大吹川、須郷 

下小屋、高戸屋、須郷田、新田 

下小路、八日町、家ノ下 

舘西、宇戸坂、新沢、五海保 

山崎、松柴、板戸、久保 

祝沢、茂沢、湯出野、寺田 

中通、下通 

上里、横小路、上通 

新町 

蔵新田、島、宮ノ前 

岩舘、蔵 

新処、野田、十二ノ前 

桂台、小倉、中ノ沢、高村 

横渡、黒沢、大台 

大琴 

宿、下吹、土場沢、高屋 

船木、畑村、杉森、沼、奥ケ沢 

電話番号 

２１８６ 

３３５３ 

３６２２ 

２２６８ 

３３０２ 

２０５５ 

３９７７ 

２９３６ 

３２８２ 

３０２７ 

３１８８ 

２２５５ 

３４５１ 

２５６７ 

２５５４ 

２５９１ 

３６６９ 

３４５５ 

３９６５ 

３６５９ 

○民生児童委員（敬称略） 

氏　　名 

青木　榮子 

八嶋　シゲ 

担　当　自　治　会 

町内全域 

町内全域 

電話番号 

３３４０ 

３１３５ 

○主任児童委員（敬称略） 

困りごとはお気軽にご相談を 

小松　和子さん
（山崎）

佐藤　　操さん
（八日町）

佐々木輝男さん
（大琴）

遠藤喜恵子さん
（新処）

畠山　紀子さん
（横小路）

新
し
い
民
生
児
童
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。



地
域
自
治
区
・
地
域
審
議
会
の

小
委
員
会
で
は
、「
合
併
後
、
各
地

域
の
実
情
や
課
題
を
新
市
に
訴
え
る

た
め
に
は
地
域
自
治
区
を
設
置
し
、

区
長
を
置
き
、課
題
を
訴
え
る
べ
き
」

と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
か

ら
、「
地
方
自
治
法
に
よ
る
地
域
自

治
区
の
設
置
」
が
今
協
議

会
に
報
告
さ
れ
、
確
認
さ

れ
た
も
の
で
す
。

地
域
自
治
区
に
は
、

常
勤
特
別
職
の
区
長
が
置

か
れ
、
任
期
は
二
年
。
地

域
自
治
区
内
の
事
情
を
十

分
に
把
握
し
、
ま
た
、
優

れ
た
見
識
を
有
す
る
者
の

内
か
ら
、
市
長
が
任
命
し

ま
す
。
区
長
は
、
地
域
自

治
区
を
代
表
し
、
そ
の
地

域
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た

め
、
市
長
に
助
言
・
意
見

具
申
し
た
り
す
る
ほ
か
、

関
係
自
治
区
と
の
協
議
を

行
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
自
治
区

に
は
「
地
域
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ

ま
す
。
委
員
は
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
①
町
内
会
等
の
代
表
②
公
共
的

団
体
の
代
表
者
③
学
識
経
験
者
―
の

中
か
ら
市
長
が
選
任（
六
十
人
以
内
）

し
ま
す
。
地
域
協
議
会
は
、
市
や
地

域
自
治
区
の
事
務
所
が
処
理
す
る
事

項
や
そ
の
区
域
住
民
と
の
連
携
強
化

施
策
の
諮
問
に
答
申
し
た
り
、
意
見

を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

や
基
本
構
想
な
ど
の
重
要
事
項
の
決

定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
協
議
会
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
職
の
報
酬
は
、
前
回
の
協

議
会
で
小
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
四
役
や
議
会
議
員
・

農
業
委
員
な
ど
の
報
酬
が
協
議
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
長
・
助
役
・
収

入
役
の
三
役
を
は
じ
め
、
教
育
長
・

企
業
管
理
者
・
教
育
委
員
・
選
挙
管

理
委
員
・
監
査
委
員
は
本
荘
市
と
同

額
に
す
る
べ
き
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
議
会
議
員
・
農
業
委
員

の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
①
現
行
通
り

②
本
荘
市
を
現
行
通
り
と
し
、
七
町

を
一
元
化
等
の
意
見
が
あ
り
、
小
委

員
会
で
は
結
論
を
出
せ
な
か
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
協
議
会
で
協
議
さ

れ
ま
し
た
。

協
議
で
は
、「
現
行
通
り
」、「
同

じ
議
員
だ
か
ら
同
額
に
す
べ
き
」、

「
現
在
の
総
額
を
超
え
る
べ
き
で
は

な
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
挙

手
採
決
の
結
果
、「
現
行
通
り
」
と

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
確
認
さ
れ

た
特
別
職
の
報
酬
額
は
次
の
通
り
で

す
。
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第
二
十
一
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
が
十
二
月
二
十
三

日
、
本
荘
市
の
「
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
、

合
併
後
に
地
域
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、

各
市
町
に
地
域
自
治
区
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
ほ

か
、
在
任
特
例
期
間
の
議
員
・
農
業
委
員
の
報
酬
を
現
行
ど
お
り
と

す
る
な
ど
と
し
た
主
な
特
別
職
の
報
酬
額
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
協
議
を
も
っ
て
、
主
な
確
認
事
項
は
終
了
。
今
後
は
組

織
・
機
構
の
細
部
段
階
と
な
る
職
員
配
置
や
条
例
・
規
則
な
ど
新
市

発
足
に
向
け
た
事
務
レ
ベ
ル
で
の
協
議
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

由利本荘市 

955,000 

754,000 

681,000 

670,000 

652,000 

427,000 

377,000 

 

50,000 

40,000 

35,000 

26,000 

95,000 

45,000 

40,000 

30,000 

 

6,500

東由利町 

805,000 

610,000 

570,000 

540,000 

 

273,000 

233,000 

218,000 

23,000 

17,900 

15,600 

14,300 

22,000 

19,000 

25,600 

 

20,500 

6,100

現在の報酬額 

現在の報酬額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

月額 

区分 

首長 

助役 

収入役 

教育長 

企業管理者 

 

議会 

 

教育 

委員会 

選挙管理 

委員会 

監査委員
 

 

農業 

委員会
 

 

固定資産評価審査委員 

議長 

副議長 

議員 

委員長 

委員 

委員長 

委員 

見識者 

議会選出 

会長 

長の代行 

委員 

（単位：円） 

▲議員等の報酬を決めた合併協議会

各
地
域
に
常
勤

特
別
職
を
配
置

三
役
等
報
酬
は

本
荘
市
と
同
額

特別職の給料・報酬額



9 広報ひがしゆり　17.1.1

全
町
を
対
象
に
し
た
合
併
協
議

説
明
会
が
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
十

二
月
七
日
ま
で
、
町
内
七
会
場
で
開

催
さ
れ
、
総
合
支
所
の
権
限
や
合
併

後
の
自
治
制
度
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
話
し
合
い
の
主
な
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

地
域
審
議
会
と
地
域
自
治
区

の
違
い
は
何
か
。

地
域
審
議
会
を
置
く
場
合
は
、

区
長
と
い
っ
た
特
別
職
は
い
な
い

が
、
地
域
自
治
区
に
は
常
勤
特
別
職

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、自
治

区
に
は
地
域
審
議
会
と
ほ
ぼ
同
じ
機

能
を
持
っ
た
協
議
会
を
設
置
す
る
。

区
長
の
権

限
は
ど
の
程
度

か
。

権
限
に
つ

い
て
は
現
在
整

理
し
て
い
る
と

こ
ろ
。
特
別
職

の
方
が
新
市
長

に
住
民
の
要
望

を
伝
え
や
す
い

と
い
う
安
心
感

か
ら
、
区
長
の

設
置
を
求
め
る

声
も
あ
る
。

指
定
金
融

機
関
に
は
Ｊ
Ａ

と
秋
田
銀
行
が

候
補
の
よ
う
だ

が
、
秋
田
銀
行
が
新
市
の
指
定
金

融
機
関
に
な
っ
た
場
合
、
東
由
利

に
支
店
は
出
せ
る
の
か
。

秋
田
銀
行
で
は
支
店
は
出
さ

な
い
見
通
し
。
公
金
の
取
扱
い
に
遜

色
は
な
い
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
視

点
で
判
断
す
れ
ば
Ｊ
Ａ
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
は
ど
う
な
る

の
か
。そ

の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ

こ
と
で
確
認
済
み
。
補
助
・
支
援
も

現
行
ど
お
り
引
き
継
が
れ
る
が
、
い

つ
ま
で
続
く
か
協
議
が
必
要
。
直
営

施
設
も
あ
り
、
何
年
か
か
か
っ
て
整

理
さ
れ
て
い
く
と
思
う
。

合
併
後
は
大
内
町
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
見
れ
る
と
聞
い
た

が
。

一
市
七
町
に
広
げ
る
仕
組
み

を
建
設
計
画
に
あ
げ
て
い
る
。
合
併

後
五
年
以
内
で
広
げ
た
い
と
し
て
い

る
が
、
国
の
補
助
制
度
な
ど
財
政
面

で
不
透
明
な
要
素
も
あ
る
。
緊
急
度

や
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め

た
い
。職

員
の
人
事
異
動
は
ど
う
な

っ
て
い
く
の
か
。

退
職
者
の
三
分
の
一
を
補
充

し
、
十
年
間
で
三
百
人
減
員
す
る
計

画
。
極
端
に
は
減
っ
て
い
か
な
い
と

思
う
。

▲活発な議論が交わされた説明会（写真は11月29日・高瀬館）

合
併
を
考
え
る

合
併
協
議
説
明
会

社会福祉法人東由利町社会福祉協議会は、平成16年

8月31日開催の理事会及び評議員会において、社会福

祉法人本荘市社会福祉協議会及び社会福祉法人矢島町

社会福祉協議会、社会福祉法人岩城町社会福祉協議会、

社会福祉法人由利町社会福祉協議会、社会福祉法人大

内町社会福祉協議会、社会福祉法人西目町社会福祉協

議会並びに社会福祉法人鳥海町社会福祉協議会と合併

して解散し、社会福祉法人由利本荘市社会福祉協議会

を設立することを決議しましたので、合併に異議のあ

る債権者は、平成17年1月5日から平成17年3月10日ま

での間にお申し出ください。

平成17年1月1日

秋田県由利郡東由利町老方字台山36番地

社会福祉法人東由利町社会福祉協議会

理事（会長） 阿　部　　　剛

合　併　公　告



本
荘
由
利
一
市
七
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
統
合
契
約
調
印
式
が
十
二
月
二
十

日
、
本
荘
市
の
ホ
テ
ル
ア
イ
リ
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

調
印
式
に
は
、
八
市
町
の
セ
ン
タ
ー
役
員

ら
約
七
十
人
が
出
席
。
各
セ
ン
タ
ー
の
会
長

が
統
合
契
約
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
統
合
協
議
会
の
会
長
を
務

め
る
本
荘
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
工
藤
一
弘
理
事

長
が
「
生
涯
現
役
と
い
う
会

員
の
熱
意
に
報
い
る
大
命
題

が
あ
る
。
統
合
を
機
に
、
よ

り
強
固
な
組
織
に
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。こ

の
統
合
は
、
社
団
法
人

本
荘
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
七
町
の
セ
ン
タ
ー
が

編
入
統
合
す
る
方
式
。
新
組

織
の
役
員
は
来
年
五
月
の
定

期
総
会
で
選
出
し
、
そ
れ
ま

で
は
本
荘
市
の
理
事
と
監
事

が
役
員
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

新
名
称
は
「
由
利
本
荘
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」。

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
統

合
発
足
し
ま
す
。

八
床
の
増
床
工
事

が
終
了
し
た
東
光
苑

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

開
所
式
が
十
二
月
九

日
、
東
光
苑
で
行
わ

れ
、
阿
部
幸
悦
町
長

や
遠
藤
忠
平
議
長
、

東
光
苑
の
入
所
者
ら

約
百
人
が
増
設
さ
れ

た
施
設
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

式
で
は
阿
部
町
長

が
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
は
、
高
齢
者
社
会

に
は
絶
対
に
必
要
な

施
設
。
合
併
を
前
に
八
床
増
設
す
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
う
。
今
日
は
東
光
苑

入
所
者
の
皆
さ
ん
に
も
新
し
い
施
設
を
ご
紹

介
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
開
所
を
祝
う
テ
ー
プ
ッ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
出
席
者
ら
が
新
し
い
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
棟
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
開
所
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
棟

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
平
屋
建
て
。

談
話
室
に
は
黄
桜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ア
ー

ト
レ
リ
ー
フ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

で
き
る
よ
う
に
厨
房
の
一
部
を
改
築
し
た
ほ

か
、
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
を
増

強
。
入
所
者
が
明
る
く
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
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▲開所を祝うテープカット

▲増床された八床はすべて個室

▲統合契約書に調印する各センターの会長



11 広報ひがしゆり　17.1.1

町職員の給与の現状をお知らせします 町職員の給与の現状をお知らせします 
　情報公開の一環として町職員の給与等の現状につい
てお知らせします。 
　職員の給与は、人事院の給与勧告、他の地方公共団
体との均衡を考え、町議会での議決を経て条例で定め
られています。 

１．人　件　費（平成15年度普通会計決算） 
住民基本台帳人口 
16.3.31現在 

歳出総額 
（Ａ） 

実　質 
収支額 

うち人件費 
（Ｂ） 

構成比率 
（Ｂ／Ａ） 

3,912,413（千円） 4,789人 213,594（千円） 666,050（千円） 17.0％ 
※人件費には、特別職（町四役、議員、非常勤の特別職等）の給与や報酬などを含みます。 

※職員手当には、退職手当を含みません。 

２．職員給与費（平成16年度一般会計当初予算） 

３．職員の初任給（平成16年12月1日現在） 

４．職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況 
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成16年4月1日現在） 

５．平均給料月額、平均年齢の状況 

６．職員手当の状況（平成16年度） 

職員数 
Ａ 

給　　　　与　　　　費 

給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ 

1人当たり 
給与額 

（Ｂ／Ａ） 
66人 244,069千円 48,603千円 96,916千円 389,588千円 59,028千円 

区　分 
一 般 行 政 職  技能労務職 

大 学 卒  高 校 卒  高 校 卒  

初   任   給 

採用2年後 

170,700円 

184,400円 

138,800円 

148,500円 

136,000円 

145,500円 

区  分 経験年数 10年～15年未満 15年～20年未満 20年～25年未満 

一　般 
行政職 

大学卒 

高校卒 

― 

228,900円 

332,200円 

277,600円 

345,900円 

301,400円 

区　分 
平成15年4月1日 

平均給料月額 平均年齢 

平成16年4月1日 

平均給料月額 平均年齢 

一般行政職 

技能労務職 

329,500円 

246,600円 

41歳0ヵ月 

44歳2ヵ月 

311,600円 

252,900円 

42歳1ヵ月 

45歳2ヵ月 

①期末・勤勉手当の支給割合（国と同じになっています） 

区　　分 

期末手当  

勤勉手当  

6月期 12月期 3月期 計 

1.40月分 

0.70月分 

1.60月分 

0.70月分 

― 

― 

3.0月分 

1.4月分 

②退職手当の支給割合（国と同じになっています） 

区　　分 

自己都合  

勧奨･定年 

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度 

21.0月分 

28.087月分 

33.75月分 

43.33月分 

47.50月分 

60.99月分 

60.00月分 

60.99月分 

③時間外勤務手当の支給実績（選挙担当職員分を除く） 

平成15年度 

④管理職手当の支給率（平成16年4月1日現在） 

支　　給　　総　　額 

職員1人当たり支給額 

12,578千円 

170千円 

7　　　級 

8　　　級 

主席課長補佐 

課　  長  　等 

主　　　　幹 

4％ 

8％ 

10％ 

⑤扶養手当、住居手当、通勤手当の月額（平成16年12月1日現在） 

手当名 区　　　　　分 支　給　額 

配偶者 
 
その他1人目 
 
その他2人目 
その他3人目から（1人当たり） 
満16歳年度当初から満22歳年度末までの1人につき 

借家 
自家で新築から5年目まで 

交通機関利用 
自動車等利用 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 

13,500円 
6,000円 
6,500円 
11,000円 
6,000円 
5,000円 

加算　5,000円 

最高  27,000円 
2,500円 

最高  50,000円 
最高  20,900円 

７．ラスパイレス指数の推移 
年　　　度 

ラスパイレス指数 

８．特別職の報酬等の状況（平成17年1月1日現在） 

平成14年度 

94.0％ 

平成15年度 

91.4％ 

平成16年度 

90.2％ 
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与を100とした場合の町職員の 
　給与水準を表す数値をいいます。 

区　分 

町　長 

助　役 

収入役 

教育長 

９．一般行政職の級別職員数の状況（平成16年4月1日現在） 

10．部門別職員数の状況（各年4月1日現在） 

報酬月額 

805,000円 

610,000円 

570,000円 

540,000円 

区　分 

議　長 

副議長 

議　員 

報酬月額 

273,000円 

233,000円 

218,000円 

期 末 手 当  

  6月期　1.60月分 
12月期　1.70月分 
  　  計　3.30月分 

区　分 

標準的な職務内容 

平成15年度職員数 

構成比 

8級 

主幹 

2人 

3.1％ 

7級 

課長･主席課長補佐 

8人 

12.1％ 

6級 

課長補佐 

11人 

16.7％ 

5級 

係長 

17人 

25.7％ 

4級 

主査 

8人 

12.1％ 

3級 

主任 

8人 

12.1％ 

2級 

主事 

8人 

12.1％ 

1級 

主事補 

4人 

6.1％ 

計
 

 

66人 

100％ 
※町の「一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級別区分による職員数です。 

区　　分 

部　　門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通会計　計 

 

 

 

 

合　　計 

議　会 

総務企画 

税　務 

民　生 

衛　生 

農　林 

商　工 

土　木 

小　計 

教　育 

小　計 

 

水　道 

下水道 

その他 

小　計 

一

般

行

政

部

門

 

特
別
行
政
部
門 

公
営
企
業
等 

職 員 数  対前年増減数 主 な 増 減 理 由  

15年 

2　 

22　 

4　 

6　 

3　 

10　 

2　 

6　 

55　 

19　 

19　 

74　 

2　 

1　 

37　 

40　 

114　 

16年 

2　 

23　 

4　 

6　 

3　 

11　 

1　 

6　 

56　 

18　 

18　 

74　 

2　 

1　 

36　 

39　 

113　 

16年 

　 

　1 

　 

 

 

　1 

△  1 

 

1 

△  1 

　△  1 

 

　 

　 

△  1 

△  1 

△  1

 

 

教育部門により庁務員増 

 

 

 

業務増 

業務減 

 

 

総務部門へ異動による庁務員減 

 

 

 

 

退職不補充 

 

配偶者が扶養親族である場合 

　　　  〃  　　　でない場合 

配偶者がない場合 

※平成16年度職員内訳 
　（一般行政職員66人･単純労務職員36人･臨時職員11人） 



平
成
十
五
年
度
の
本
町
の
降
雪

累
計
は
三
・
三
四
�
、
最
深
積
雪

は
一
�
に
満
た
な
い
八
十
八
�
�

で
し
た
。
降
雪
量
は
、
年
々
減
少
し

て
お
り
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
の
十

年
間
と
平
成
六
年
か
ら
の
十
年
間
の

平
均
降
雪
量
累
計
を
比
較
す
る
と
約

二
・
二
�
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
降
雪
量
が
も
っ

と
も
多
か
っ
た
の
は
、
東
由
利
村
当

時
の
昭
和
四
十
八
年
度
の
こ
と
で
す
。

秋
田
地
方
気
象
台
東
由
利
観
測
所
で

観
測
さ
れ
た
、
そ
の
年
の
最
深
積
雪

は
二
・
六
七
�
、
降
雪
累
計
は
十

一
・
六
七
�
に
も
な
り
ま
し
た
。

人
々
は
、
交
通
途
絶
な
ど
生
活

の
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
、
来

る
日
も
来
る
日
も
雪
と
闘
い
続
け
、

空
き
地
と
い
う
空
き
地
に
は
、
人
々

の
闘
い
の
跡
と
も
言
え
る
巨
大
な
雪

山
が
出
現
。
三
月
が
間
近
に
な
っ
て

か
ら
も
、
役
場
前
の
積
雪
は
二
�

を
越
し
ま
し
た
。

空
前
の
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
村

で
は
、
住
宅
や
公
共
建
造
物
の
損
壊

防
止
を
は
じ
め
、
交
通
通
信
の
確
保

な
ど
住
民
生
活
全
般
に
わ
た
る
雪
害

防
止
に
対
処
す
る
た
め
、
雪
害
対
策

本
部
を
設
置
。
ま
た
、
バ
ス
路
線
な

ど
の
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
の

除
雪
作
業
が
、
連
日
連
夜
行
わ
れ
ま

し
た
。

町
で
は
、
克
雪
対
策
の
重
点
施

策
と
し
て
、
道
路
の
除
排
雪
を
第
一

に
、
除
雪
機
械
の
整
備
や
豪
雪
時
を

想
定
し
た
道
路
除
雪
体
制
づ
く
り
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現

在
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど

十
七
台
の
除
雪
機
械
を
配
備
。
一
部

路
線
の
除
雪
に
つ
い
て
は
業
者
委
託

す
る
と
と
も
に
、
町
直
轄
路
線
に
九

人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
確
保
。
昭
和

五
十
八
年
度
か
ら
は
、
国
道
の
除
雪

は
県
が
民
間
に
委
託
し
て
行
う
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
除
雪
機
能
が
一
段

と
向
上
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
一

日
当
た
り
総
延
長
約
百
四
十
四
�

�
の
道
路
の
除
雪
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
除
雪
体
制
が
確
立
さ

れ
道
路
整
備
が
進
み
な
が
ら
も
、
住

宅
密
集
地
で
は
、
ま
だ
ま
だ
除
排
雪

に
た
い
へ
ん
な
労
力
と
時
間
を
要
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
解
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克
雪
か
ら
親
雪
へ

⑨
雪

い
よ
い
よ
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
春
ま
で
の
約
三
カ

月
間
は
、
冷
た
い
雪
と
の
闘
い
で
す
。
毎
朝
の
雪
か
き
を
考
え
、
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
高
水
準
の
除
雪
体
制
が
整
い
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
も
大

き
く
変
わ
っ
て
き
た
た
め
、
雪
も
嫌
わ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
近
年
で
は
、
雪
を
利
用
し
雪
に
親
し
も
う
と
い
う
活
動
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
深
積
雪

２
・
６
７
メ
ー
ト
ル

昭
和
56
年 

昭
和
55
年 

昭
和
54
年 

昭
和
53
年 

昭
和
52
年 

昭
和
51
年 

昭
和
50
年 

昭
和
49
年 

昭
和
48
年 

昭
和
47
年 
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0
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降
雪
累
計
） 

昭和47年からの10年間 

（cm） 

（
年
度
） 

平
成
15
年 

平
成
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年 

平
成
13
年 

平
成
12
年 

平
成
11
年 

平
成
10
年 

平
成
9
年 

平
成
8
年 

平
成
7
年 

平
成
6
年 

1400 

1200 

1000 

800 

600 

400 

200 

0

（
降
雪
累
計
） 

平成6年からの10年間 

（cm） 

（
年
度
） 

435

1167

752

642

844
797

372

732 733

592

560
564

286
257 392

734 673

494

588

334

降雪累計の変化 （秋田県気象月報） 

冬
の
生
活
を
変
え
た

除
雪
技
術

▲昭和49年の豪雪



消
す
る
た
め
に
流
雪
溝
の
設
置
を
望

む
声
が
高
ま
り
、
昭
和
五
十
三
年
か

ら
昭
和
五
十
五
年
に
県
単
事
業
と
し

て
大
琴
地
区
に
延
長
約
八
百
㍍
の
流

雪
溝
を
設
置
。
昭
和
六
十
年
に
は
、

同
じ
く
県
単
事
業
と
し
て
進
め
て
い

た
蔵
地
区
の
流
雪
溝
が
完
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は

老
方
・
舘
合
地
区
で
も
流
雪
溝
の
整

備
事
業
が
順
調
に
進
み
、
人
々
を
悩

ま
せ
続
け
て
き
た
冬
期
間
の
除
雪
作

業
は
、
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
効
率
的
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
唯
一
の
ス
キ
ー
場
、
大
平

ス
キ
ー
場
の
始
ま
り
は
、
昭
和
三
十

四
年
か
ら
造
成
さ
れ
た
牧
草
地
で
し

た
。
昭
和
五
十
六
年
に
町
営
と
な
る

ま
で
、
同
ス
キ
ー
場
を
切
り
盛
り
し

て
い
た
の
は
、
地
元
住
民
や
ス
キ
ー

愛
好
者
ら
。
昭
和
四
十
一
年
に
は
下

吹
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
三
十

人
宿
泊
可
能
な
大
平
荘
を
建
設
し
、

地
元
の
主
婦
た
ち
が
食
堂
部
の
給
仕

を
担
当
し
ま
し
た
。

ま
だ
観
光
施
設
の
少
な
か
っ
た

町
は
、
町
外
か
ら
も
ス
キ
ー
ヤ
ー
が

集
ま
る
こ
の
ス
キ
ー
場
に
注
目
。
リ

フ
ト
や
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
設
置
、
ヒ

ュ
ッ
テ
新
築
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
冬
期
間
の
除
雪
体

制
が
よ
り
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

と
相
ま
っ
て
、大
平
ス
キ
ー
場
に
は
、

よ
り
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
足
を
運

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

昭
和
六
十
年
か
ら
は
大
平
ス
キ
ー
場

を
会
場
に
「
雪
ま
つ
り
」
を
開
催
。

平
成
六
年
に
、
そ
の
会
場
が
道
の
駅

地
内
に
移
さ
れ
る
ま
で
、
多
く
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

大
平
ス
キ
ー
場
の
ス
タ
ー
ト
が

地
元
住
民
か
ら
だ
っ
た
よ
う
に
、
近

年
も
、
雪
に
親
し
も
う
と
い
う
活
動

は
民
間
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

「
東
由
利
を
お
も
し
ろ
く
す
る

会
」（
小
野
克
弘
会
長
）
が
主
催
す

る
「
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会
」

は
、
雪
の
上
で
の
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ

ィ
ン
グ
が
醍
醐
味
。
町
内
外
か
ら
十

八
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
や
し
お
元
気
ク

ラ
ブ
」（
阿
部
淳
会
長
）
が
主
催
す

る
「
早
春
や
し
お
元
気
ま
つ
り
」
も
、

す
で
に
二
月
の
恒
例
行
事
と
し
て
定

着
。
八
塩
い
こ
い
の
森
の
大
自
然
を

冬
で
も
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
町
内
の
家
族
連
れ
が
多
く
参
加

し
て
い
ま
す
。

雪
は
、
時
に
は
大
き
な
災
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。本
町
に
と
っ
て
も
、

克
雪
は
大
き
な
課
題
で
し
た
。
し
か

し
、
雪
国
の
大
変
さ
を
知
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
人
々
の
中
に
は
も
っ
と

冬
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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い
る
ん
だ
」
と
感
じ
て
ほ
し
い
。
だ

か
ら
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
取
材
は
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
そ
れ
ら
を
通
し
て

町
内
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人

に
東
由
利
町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
東
由
利
を
お

も
し
ろ
く
す
る
会
」
だ
け
で
な
く
、

「
弁
天
島
ほ
た
る
の
会
」
や
「
や
し

お
元
気
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
町
内
で
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

は
、
み
ん
な
同
じ
目
標
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。

お
も
し
ろ
く
す
る
会
で
雪
上
野
球

大
会
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
秋
田

市
で
開
催
さ
れ
て
い
た
大
会
が
雪
不

足
で
開
催
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で

し
た
。
以
前
か
ら
東
由
利
で
も
や
っ

て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
し
、
冬
の

イ
ベ
ン
ト
が
雪
ま
つ
り
だ
け
で
は
物

足
り
な
い
、
出
来
た
ば
か
り
の
野
球

場
を
冬
で
も
活
用
し
た
い
…
、
と
い

う
理
由
か
ら
開
催
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
平
成
四
年
か
ら
始

ま
り
、
今
年
で
十
四
回
目
を
数
え
ま

す
。
マ
ス
コ
ミ
に
何
度
か
取
り
上
げ

て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
自
分
た
ち

の
自
信
に
も
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
五
回
、
十

回
と
継
続
さ
せ
る
の
は
大
変
な
こ
と

で
す
。
こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
の

は
、
町
野
球
協
会
や
毎
年
参
加
し
て

く
れ
る
地
元
の
チ
ー
ム
、
遠
く
か
ら

足
を
運
び
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
近
隣
市
町
の
チ
ー
ム
が
あ
る
お
か

げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に

「
バ
カ
」
を
し
て
く
れ
る
仲
間
た
ち

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

東
由
利
に
は
、
町
を
盛
り
上
げ
た

い
と
思
っ
て
い
る
元
気
な
人
が
、
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
で
す
。

そ
う
い
う
人
た
ち
が
も
っ
と
前
に
出

て
き
て
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
た

ら
、
も
っ
と
楽
し
い
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
三
月
に
東
由
利
町
は
合
併

し
、
新
市
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
す
。
合
併
す
る
ま
で
は
続
け
た

い
と
い
う
思
い
で
続
け
て
き
た
の

で
、
今
は
ま
だ
合
併
後
の
計
画
は
は

っ
き
り
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
地

域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
町
内
の
他
の
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し

合
い
な
が
ら
、
地
域
の
思
い
を
イ
ベ

ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大
平
ス
キ
ー
場
の

開
設

も
っ
と
雪
に

親
し
む

私
た
ち
が
雪
上
野
球
大
会
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
の

は
、暗
い
雪
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、

東
由
利
町
の
子
ど
も
た
ち
に
も
自
信

を
持
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。「
東

由
利
で
も
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
を
や

っ
て
い
る
ん
だ
。
こ
ん
な
人
た
ち
が

「
雪
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
！

地
域
の
思
い
を
イ
ベ
ン
ト
に
」

東
由
利
を
お
も
し
ろ
く
す
る
会
長

小
　
野
　
克
　
弘
さ
ん

▲2004雪上野球Ｗ杯東由利大会
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佐　藤　郁 絵
え

さん
保育士
（新沢・昭和56年生まれ）

①新潟での地震は強く印象に残りました。友人
が新潟にいるので、今まで他人事だと思ってい
た災害を身近に感じました。災害に対する意識
が変わった気がします。
②仕事や趣味、遊びなど、すべてにおいて充実
した一年にしたいと思います。いろんなことに
チャレンジしたいですね。
③のんびり過ごせる、ゆったりとした空気が好
きです。
④「東由利町」という名前はなくなりますが、
町並みや自然などは変わらないでほしい。住ん
でいる人や帰ってきた人が、落ち着く場所であ
ってほしいです。

《質問事項》①2004年でもっとも印象に残っていることは？
②2005年の抱負は？　③東由利の好きなところは？　④あなたが描く東由利の未来像は？

阿　部　ひかるちゃん
高瀬小学校5年
（大琴・平成5年生まれ）

①そろばんで２級になったことが一番うれしか
ったです。私の目標は１級をとることです。
②野球の本戦で勝つことです。新人戦で負けた
ので、今年は本戦での優勝を目指したいです！
③みんな優しいところが大好きです。学校や地
域の人たちみんなが優しいと思います。
④お年寄りも子どもも、みんな仲良く暮らせる
ような東由利になってほしいです。

遠　藤　吉 喜
き

さん
会社員
（新町・昭和32年生まれ）

①５月に妻の両親を東由利に呼んだことです。
とても喜んでくれました。
②特別な目標はありませんが、今年も山や川、
海にたくさん行きたいと思っています。山菜採
りや釣りを毎年楽しみにしています。
③きれいな風景がたくさんあるところですね。
一番好きなのはテレビ塔からの眺めです。
④合併後、新市の中心から離れた地域の過疎化
が心配。東由利は、湯楽里などを中心にして頑
張ってほしいです。

渡　辺　多
た

代
よ

子
こ

さん
会社員
（舘合新田・昭和44年生まれ）

①長女がミニバスケで県大会に出場したことで
す。応援する側も、される側も一つになって頑
張れた気がして、とても感動しました。
②時間にもう少しだけ余裕を持ちたいです。子
どもたちの話も、ゆっくりとした気持ちで聞い
てあげられるようにしたいですね。
③自然が多く、目や鼻、耳、口、肌…、とにか
く体全体で四季を感じられるところ。蛇口をひ
ねるとおいしい水が出てくることは本当に幸せ
なことだと思います。
④合併しても、私たちの地域が大事にしてきた
環境や人と人のつながりが、いつまでも続くこ
とを願っています。
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全
国
山
林
苗
畑
品
評
会

▲林野庁長官賞を受賞した大庭幸夫さん

社
団
法
人
本
荘
法
人
会
よ
り

▲寄贈された環境図書の一部

社
団
法
人
本
荘
法
人
会
よ
り
、
東
由
利
中

学
校
に
環
境
図
書
二
十
冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。同

法
人
会
で
は
、
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、
環
境
汚
染
な
ど
の
問
題
に
関
心
を
持

ち
、
命
や
自
然
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
こ
の
よ
う
な
環
境
図
書
の
寄
贈
を
毎

年
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
七
年
目
と
な
り
ま

す
。こ

の
た
び
寄
贈
さ
れ
た
環
境
図
書
は
、
東

由
利
中
学
校
の
図
書
館
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

法
内
小
学
校
記
念
碑
建
立
実
行
委
員
会

▲旧法内小学校跡地に建てられた記念碑

在
京
宿
小
会
・
大
琴
小
会

▲懐かしい仲間と記念撮影

第
十
六
回
在
京
宿
小
会
・
大
琴
小
会
（
畑

山
良
造
会
長
）
が
昨
年
十
一
月
二
十
三
日
、

東
京
都
で
行
わ
れ
、
出
席
し
た
約
五
十
人
の

会
員
が
一
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。総

会
で
は
、
同
会
の
運
営
報
告
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
阿
部
幸
悦
町
長
が
あ
い
さ
つ

の
な
か
で
合
併
協
議
の
進
行
状
況
を
報
告
。

そ
の
後
、
恒
例
の
記
念
撮
影
や
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
会
場
で
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
談
笑

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

町
内
で
林
業
を
営
む
大
庭
幸
夫
さ
ん
（
船

木
）
が
、
こ
の
た
び
「
全
国
山
林
苗
畑
品
評

会
」
で
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
品
評
会
の
審
査
は
、
木
の
苗
の
出
来

だ
け
で
な
く
、
た
い
肥
づ
く
り
を
含
む
生
産

全
体
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。
県
内
で
の
受

賞
者
は
大
庭
さ
ん
一
人
で
し
た
。

大
庭
さ
ん
は
、「
も
っ
と
上
の
賞
を
狙
い

た
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
の
よ
う
な
小
規
模

経
営
で
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
も
ら
う
の
は
な

か
な
か
難
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
励
み
に
し
た

い
。」
と
今
後
の
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
蔵
小
学
校
と
統
合
し
、

百
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
旧
法
内
小
学
校

の
廃
校
後
三
十
年
の
節
目
を
記
念
し
、
同
校

跡
地
に
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
念
碑
は
、
地
元
住
民
や
卒
業
生
ら

で
結
成
し
た
実
行
委
員
会
（
阿
部
一
郎
実
行

委
員
長
）
が
、
片
側
の
校
門
だ
け
が
残
る
同

校
跡
地
に
、
何
か
記
念
に
な
る
も
の
を
残
し

た
い
と
建
て
た
も
の
で
す
。

十
一
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
除
幕
式
に

は
、卒
業
生
や
恩
師
ら
約
五
十
人
が
出
席
し
、

法
内
小
学
校
で
過
ご
し
た
学
校
生
活
の
思
い

出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。



阿
部
幸
悦
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
審

査
員
紹
介
に
引
き
続
き
、
審
査
講
評

で
は
佐
々
木
良
三
審
査
委
員
長
（
秋

田
大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
受
賞
作
品

の
解
説
、
倒
置
法
で
描
か
れ
た
童
画

の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
で
は
受
賞
者
全
員
に
町
長
か

ら
賞
状
と
副
賞
、
高
橋
宏
幸
先
生
か

ら
絵
本
と
直
筆
サ
イ
ン
入
り
色
紙
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
感
想
文
の
発
表

で
は
新
山
小
学
校
五
年
須
田
羽
奈
子

さ
ん
が
メ
ル
ヘ
ン
賞
受
賞
作
品
「
グ

ッ
ド
ラ
ッ
ク
」
を
見
事
に
朗
読
。

最
後
に
高
橋
宏
幸
先
生
が
、
本
を

読
む
こ
と
の
大
切
さ
、
読
書
に
よ
っ

て
育
ま
れ
る
心
の
豊
か
さ
な
ど
の
お

話
を
し
て
表
彰
式
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

※
感
想
画
の
上
位
入
賞
作
品
百
十
六

点
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
二
十
六
日

か
ら
一
月
五
日
ま
で
「
ぷ
れ
っ
そ
」

で
、
一
月
七
日
か
ら
一
月
十
六
日
ま

で
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ
ィ
本
荘
」
で

展
示
さ
れ
ま
す
。
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東
由
利
町
出
身
の
童
話
絵
本
作
家

で
あ
る
高
橋
宏
幸
氏
の
業
績
を
顕
彰

し
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲
の
高

揚
を
目
的
に
創
設
し
た
童
話
秋
田
県

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
十
二
月
十

九
日
、有
鄰
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
十
三
回
を
迎
え
た
表
彰
式

は
感
想
文
九
十
三
点
、
感
想
画
二
千

九
百
九
十
六
点
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
上
位
入
賞
さ
れ
た
園
児
、
児
童
、

保
護
者
、
関
係
者
な
ど
百
五
十
余
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
十
三
回
　
高
橋
宏
幸
賞

童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▲感想画・幼児の部メルヘン賞「はらぺこあおむし」▲感想画・小学校の部メルヘン賞「むしたちのうんどうかい」

◆
感
想
画
の
部
・
小
学
生
の
部 

◆
感
想
画
の
部
・
幼
児
の
部 

◆
感
想
文
の
部 

須
田
羽
奈
子 

伊
藤
　
大
地 

須
田
久
瑠
実 

大
森
　
美
優 

阿
部
　
佑
美 

小
野
　
倹
太 

岩
谷
　
朱
音 

佐
藤
　
茉
優 

齋
藤
さ
く
ら 

藤
田
　
紗
良 

佐
藤
眞
美
子 

高
橋
　
恵
美 

佐
藤
真
奈
美 

  

斎
藤
　
遥
佳 

佐
々
木
優
希 

遠
藤
　
隆
矢 

斉
藤
　
莉
南 

小
野
　
莉
歩 

佐
藤
　
　
諒 

土
井
　
夢
翔 

備
前
　
　
遥 

今
井
　
　
力 

佐
々
木
　
駿 

渡
辺
　
伊
織 

佐
藤
絵
里
花 

荘
野
　
凌
汰 

  

石
川
　
史
也 

宮
川
　
将
武 

遠
藤
　
　
凌 

真
坂
美
香
子 

安
保
　
康
平 

須
田
　
孝
太 

小
笠
原
　
崚 

川
井
　
翔
太 

村
井
　
悠
矢 

塚
本
　
航
平 

小
柳
　
綾
夏 

渡
辺
　
涼
祐 

三
浦
　
圭
太 

新
山
小
学
校
　
五
年 

湯
沢
北
小
学
校
一
年 

四
ツ
屋
小
学
校
二
年 

十
和
田
小
学
校
三
年 

高
瀬
小
学
校
　
四
年 

八
塩
小
学
校
　
六
年 

湯
沢
北
小
学
校
一
年 

四
ツ
屋
小
学
校
二
年 

平
沢
小
学
校
　
三
年 

新
山
小
学
校
　
五
年 

明
通
小
学
校
　
六
年 

明
通
小
学
校
　
六
年 

八
塩
小
学
校
　
六
年 

  

み
ど
り
保
育
園 

西
仙
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園 

永
慶
保
育
園 

中
央
保
育
所 

み
ど
り
保
育
園 

み
ど
り
保
育
園 

ひ
か
り
保
育
園 

石
脇
北
保
育
園 

小
砂
川
保
育
園 

ひ
か
り
保
育
園 

中
央
保
育
所 

み
ど
り
保
育
園 

み
ど
り
保
育
園 

  

鶴
舞
小
学
校
　
一
年 

十
和
田
小
学
校
一
年 

高
瀬
小
学
校
　
一
年 

直
根
小
学
校
　
二
年 

鶴
舞
小
学
校
　
三
年 

由
利
小
学
校
　
三
年 

鶴
舞
小
学
校
　
一
年 

新
山
小
学
校
　
二
年 

新
山
小
学
校
　
二
年 

鶴
舞
小
学
校
　
三
年 

新
山
小
学
校
　
三
年 

金
浦
小
学
校
　
三
年 

由
利
小
学
校
　
三
年 

グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク 

お
に
い
ち
ゃ
ん
で
も
い
い
よ 

へ
い
わ
な
せ
か
い
に
な
っ
て
ほ
し
い 

「
ぜ
っ
こ
う
」
を
読
ん
で 

「
か
わ
い
い
お
ば
け
の
モ
モ
ン
ガ
」
を
読
ん
で 

「
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
」
を
読
ん
で 

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
、す
ご
い
よ 

わ
た
し
の
考
え
る
親
友 

星
空
の
シ
ロ
を
読
ん
で 

自
分
ら
し
く
あ
る
と
い
う
こ
と 

よ
だ
か
の
願
い 

モ
チ
モ
チ
の
木
が
か
が
や
く
と
き 

麗
音
た
ち
か
ら
の
贈
り
物 

  

は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し 

お
お
き
な
お
お
き
な
お
い
も 

か
ぶ
と
む
し
の
ぶ
ん
た 

そ
ら
い
ろ
の
た
ね 

か
ば
く
ん 

お
お
き
な
お
お
き
な
お
い
も 

は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し 

栗
、チ
ク
チ
ク
し
た
よ 

は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し 

ね
ず
み
の
す
も
う 

そ
ら
い
ろ
の
た
ね 

お
お
き
な
お
お
き
な
お
い
も 

ぞ
う
の
エ
ル
マ
ー 

  

む
し
た
ち
の
う
ん
ど
う
か
い 

ご
ん
ぎ
つ
ね 

ま
じ
ょ
が
っ
こ
う
へ
し
ゅ
っ
ぱ
つ 

お
お
き
な
き
が
ほ
し
い 

か
た
あ
し
だ
ち
ょ
う
の
エ
ル
フ 

か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う 

て
ぶ
く
ろ 

く
じ
ら
の
あ
く
び 

く
じ
ら
の
あ
く
び 

小
人
の
く
つ
や 

わ
す
れ
な
い
よ
に
じ
の
国 

チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね 

ウ
ー
フ
と
ツ
ネ
タ
と
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
と 

メ
ル
ヘ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

  

メ
ル
ヘ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

  

メ
ル
ヘ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

ロ
マ
ン
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞 

賞 

氏
　
　
名 

学
　
校
　
名 

作
　
　
品
　
　
題
　
　
名 

賞 

氏
　
　
名 

園
　
　
　
名 

作
　
　
品
　
　
題
　
　
名 

賞 

氏
　
　
名 

学
　
校
　
名 

作
　
　
品
　
　
題
　
　
名 

第
十
三
回
高
橋
宏
幸
賞
・
童
話
秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者

▲メルヘン賞を受賞した斎藤遥佳さん
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12月 
「
ま
ん
が
の
正
体
」
に
ふ
れ
る〜

青
少
年
講
演
会

▲描き方のポイントアドバイスを行う

非
常
時
に
備
え
心
の
準
備
を

〜
こ
と
ぶ
き
大
学

こ
と
ぶ
き
大
学
が
十
二
月
十
三
日

に
有
鄰
館
で
開
催
さ
れ
、
高
齢
者
の

た
め
の
防
災
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
こ
と
ぶ
き
大
学
生
百
四
人

が
参
加
、「
あ
な
た
と
家
族
を
災
害

か
ら
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
東
由
利
分

署
長
の
佐
野
隆
雄
氏
が
、
最
近
日
本

で
起
き
た
地
震
の
こ
と
や
災
害
時
の

心
得
等
の
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
天
災
が
多
数
発
生
し
た
こ

と
も
あ
り
、
受
講
生
は
真
剣
な
表
情

で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲非常時の心得を学ぶ

十
二
月
十
三
日
、
東
由
利
中
学
校

で
、
中
学
生
と
、
町
内
小
学
校
の
五

年
、
六
年
生
児
童
を
対
象
に
、
青
少

年
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
大
森
町
出
身
で
漫
画
家
の

き
く
ち
正
太
氏
が
「
ま
ん
が
の
正
体
」

を
テ
ー
マ
に
、
漫
画
の
動
き
や
音
を

表
す
表
現
方
法
の
実
技
や
、
漫
画
家

に
な
る
ま
で
の
過
程
等
の
講
話
を
行

い
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
は
漫
画
の
作
品
が
完

成
す
る
ま
で
の
行
程
や
、
夢
の
実
現

に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

人
間
だ
れ
で
も
、「
成
功
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。
全
て
が
自
分
の
思
い
通
り
に
い
っ
た
り
、
ト
ン
ト

ン
び
ょ
う
し
に
も
の
ご
と
が
運
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
ど
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
を
「
運
が
よ
い
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
い
つ
も
そ
う
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、
う
ま
く
い
か
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
し
て
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
時
に
、
こ
の
本
と
出

会
い
ま
し
た
。
表
紙
に
は
、「
一
生
に
一
冊
の
幸
運
と

出
会
い
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
今
の
私
と
同
じ
気
持
ち
で
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
幸
運
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
な
が
ら

読
み
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
公
園
の
ベ
ン
チ
で
五
十
四
年
ぶ
り
に
再

会
し
た
、
幼
な
じ
み
の
マ
ッ
ク
ス
と
ジ
ム
の
会
話
の
様

子
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
会
話
の
中
の
「
僕

た
ち
家
族
、
す
っ
か
り
運
に
見
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。」

と
い
う
ジ
ム
の
言
葉
に
、
う
な
ず
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
は
自
分
に
都
合
が
悪
い
こ
と
が
起
こ

る
と
、
す
ぐ
「
運
が
悪
い
か
ら
だ
」
と
言
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
マ
ッ
ク
ス
の
話
を
聞
い
て
、
ジ
ム
は
運
か

ら
見
放
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
運
を
見
放
し
た
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
マ
ッ
ク
ス
は
、
運
と
幸
運
は
全
く
別
な

も
の
で
、
幸
運
は
自
分
の
手
で
作
り
出
す
も
の
だ
と
言

っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
マ
ッ
ク
ス
の
生
き
方
や
考
え

方
か
ら
は
、
ジ
ム
に
は
な
い
、
工
夫
、
挑
戦
、
努
力
な

ど
が
見
え
ま
す
。
私
は
、
今
ま
で
、
運
と
幸
運
を
同
じ

よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
、
こ
の
違
い
を
も
う
少
し
詳

し
く
知
り
た
い
と
思
い
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
読
み
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

次
に
、
マ
ッ
ク
ス
が
祖
父
か
ら
聞
い
た
と
い
う
昔
話

「
運
命
を
わ
け
た
ク
ロ
ー
バ
ー
の
物
語
」
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
物
語
で
は
、
ノ
ッ
ト
と
シ
ド
と
い
う
二

人
の
騎
士
の
生
き
方
や
考
え
方
を
通
し
て
、「
幸
運
と

は
何
か
」
を
、
私
達
に
考
え
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

二
人
の
騎
士
は
、
幸
運
を
与
え
る
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
を
、
広
い
魅
惑
の
森
か
ら
つ
み
取
っ
て
く
る
と
い

う
試
練
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
幸
運
を
手
に
入
れ
よ
う
と
、

自
ら
追
い
求
め
よ
う
と
す
る
勇
か
ん
さ
に
感
動
し
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
二
人
の
行
動
や
考

え
方
に
違
い
が
出
て
き
ま
し
た
。
ノ
ッ
ト
の
行
動
か
ら

は
、
人
を
頼
る
、
す
ぐ
あ
き
ら
め
る
、
見
下
げ
る
な
ど

の
悪
い
と
こ
ろ
だ
け
が
見
え
、
心
を
打
た
れ
る
も
の
が

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
逆
に
、
シ
ド
の
行
動
か

ら
は
、
自
ら
工
夫
す
る
、
今
日
で
き
る
こ
と
は
今
日
や

る
、
欲
す
る
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
、
人
に
も
手
を
さ

し
の
べ
ら
れ
る
広
い
心
を
も
つ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
今
ま
で
も
や
も
や
し
て
い
た
「
運
と
幸
運
」

の
違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
運

は
ふ
と
や
っ
て
く
る
も
の
で
す
が
、
幸
運
は
自
ら
下
ご

し
ら
え
を
し
て
つ
か
む
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
も
、
い
つ
も
手
が
届
く
と
こ
ろ
に
あ
り
、
誰
に
で
も

公
平
に
与
え
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、

運
に
頼
ら
な
い
で
、
努
力
を
し
た
い
で
す
。
幸
運
を
つ

か
む
た
め
に
。

本
荘
市
立
新
山
小
学
校

５
年
　
須
田
　
羽
奈
子

「
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
」

第
十
三
回
高
橋
宏
幸
賞
　
感
想
文
の
部
　
【
メ
ル
ヘ
ン
賞
】



―
　
当
時
、
平
民
が
好
ん
だ
も
の
と
し
て
、

義
太
夫
、
浪
花
節
、
長
唄
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
寄
席
の
芸
が
あ
り
ま
す
ね
。
耕
輔
は
寄
席

を
し
て
「
そ
の
空
気
の
不
健
全
に
し
て
、
し

か
も
非
美
術
的
な
る
か
」
と
嘆
い
て
い
ま
す
。

新
し
く
入
っ
て
き
た
西
洋
音
楽
も
取
り
入
れ

て
、
平
民
音
楽
を
改
良
、
善
導
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
。
そ
の
よ
う
な
考
え
が
随
所
に

出
て
き
ま
す
よ
ね
。

小
野

こ
れ
は
誤
解
さ
れ
や
す
い
の
で
す

が
、
耕
輔
は
、
寄
席
の
場
や
観
客
、
演
目
が

全
て
卑
俗
だ
と
い
っ
て
排
除
し
よ
う
と
し
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
義
太
夫
の
中
に
も
す

ご
く
涙
す
る
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
て
、
耕
輔

自
身
好
ん
で
通
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
寄
席

と
い
う
場
を
、
民
衆
の
生
活
や
感
情
と
密
接

に
関
係
し
て
い
る
場
と
し
て
評
価
し
て
い
る

た
め
、
そ
こ
で
演
じ
ら
れ
る
も
の
や
雰
囲
気

が
卑
俗
に
流
れ
る
ま
ま
に
放
置
し
て
顧
み
ら

れ
て
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
す
。

問
題
は
、
音
楽
を
聴
く
場
と
し
て
調
整
す
る

導
き
手
が
い
な
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
す
。
耕
輔
は
、
寄
席
の
持
つ
民
衆

と
の
生
活
習
慣
的
、
感
情
的
な
密
接
な
関
わ

り
を
、
新
し
く
導
入
す
る
西
洋
音
楽
と
の
間

に
も
作
り
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
寄
席
と
い
う
場
を
も
っ
と
う
ま

く
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
雑
誌

へ
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

―
　
耕
輔
は
長
唄
、
常
磐
津
な
ど
の
名
人
会

を
よ
く
聴
き
に
行
っ
た
り
、
落
語
で
は
小
さ

ん
、
圓
遊
、
浪
曲
で
は
雲
右
衛
門
と
い
っ
た

寄
席
芸
を
好
ん
だ
と
回
想
し
て
い
ま
す
ね
。

音
楽
家
は
、
寄
席
と
い
う
場
に
も
ど
ん
ど
ん

出
て
行
っ
て
、
民
衆
と
社
会
的
な
交
渉
を
持

つ
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

小
野

そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
、
当
時
の
音

楽
家
は
寄
席
に
行
く
こ
と
を
非
常
に
嫌
が
る

わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
高
踏
的
な
態
度
の

音
楽
家
た
ち
を
、
耕
輔
は
非
難
し
、
音
楽
家

が
も
っ
と
社
会
に
出
て
行
き
、
そ
の
一
員
と

し
て
活
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
民
衆
の
生
活
に
一

番
近
い
の
は
寄
席
の
場
な
の
だ
か
ら
、
平
日

の
昼
間
は
忙
し
く
働
い
て
い
る
一
般
大
衆
の

余
暇
の
時
間
で
あ
る
日
曜
の
休
日
で
あ
る
と

か
夜
間
を
利
用
し
て
、
で
き
る
だ
け
安
い
料

金
で
提
供
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
変
え

て
い
く
こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

―
　
大
正
の
中
期
、
民
衆
に
人
気
を
博
し
た

も
の
に
浅
草
オ
ペ
ラ
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ

う
。
音
楽
家
、
教
育
者
、
政
府
に
は
一
時
の

流
行
だ
と
か
邪
道
で
軽
薄
だ
な
ど
と
批
判
の

対
象
に
も
な
っ
た
浅
草
オ
ペ
ラ
で
す
が
、
耕

輔
は
自
ら
「
椿
姫
」
等
を
訳
し
、
作
品
を
提

供
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
こ
に
も
、
民
衆
の
中

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
。

小
野

浅
草
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
は
、
純
粋
な

オ
ペ
ラ
で
は
な
い
け
れ
ど
、
将
来
的
に
は
立

派
な
歌
劇
を
生
む
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
西
洋
音
楽
が
一
般

の
人
達
に
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
音
楽
が
好
ま
れ
る
の
か
。

世
の
音
楽
家
は
、
民
衆
は
日
々
生
活
の
中
で

何
に
親
し
み
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
好
み
、

何
に
興
味
を
持
と
う
と
し
て
い
る
の
か
に
も

っ
と
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
一
杯
あ
る
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
寄
席
や
浅
草

オ
ペ
ラ
へ
の
態
度
は
、
現
実
の
潮
流
と
し
っ

か
り
と
向
き
合
い
、「
社
会
一
般
」
や
「
民

衆
」
と
音
楽
と
の
交
渉
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
を
常
に
模
索
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
よ

く
表
し
て
い
ま
す
ね
。

―
　
寄
席
や
浅
草
オ
ペ
ラ
と
い
っ
た
も
の
に

注
目
す
る
の
は
、
正
統
的
な
西
洋
音
楽
を
取

り
入
れ
る
と
い
う
の
と
は
方
向
が
違
う
こ
と

の
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

小
野

耕
輔
は
、
西
洋
音
楽
の
技
術
や
音
楽

構
造
は
確
か
に
優
れ
た
も
の
と
評
価
し
、
積

極
的
に
日
本
へ
採
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
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「
音
楽
も
、
社
会
と
握
手
し
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、
存
続

も
そ
の
先
に
あ
る
発
展
も
望
め
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
す
…
」

先
月
号
に
続
き
、
音
楽
家
・
小
松
耕
輔
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た

小
野
千
草
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

聞
き
手
●
教
育
文
化
課
　
小
　
松
　
英
　
治
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小松耕輔



し
た
が
、
た
だ
そ
れ
を
真
似
す
る
だ
け
で
は

だ
め
で
、
そ
こ
に
「
日
本
人
の
も
の
」
が
発

揮
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
日
本
人
の
感
情

に
あ
う
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
日
本
人
に

と
っ
て
「
自
分
た
ち
の
音
楽
」
に
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
西
洋
の
高
尚
な
も

の
を
卑
俗
な
も
の
に
落
と
す
の
で
は
な
く

て
、
高
度
な
財
産
に
、
さ
ら
に
日
本
人
の

「
国
民
性
」
や
「
個
性
」
と
い
っ
た
も
の
を
プ

ラ
ス
し
て
、
初
め
て
日
本
の
音
楽
が
で
き
る

の
だ
と
い
う
音
楽
観
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

―
　
昭
和
五
十
三
年
に
建
っ
た
小
松
音
楽
兄

弟
の
顕
彰
碑
の
碑
文
に
は
「
日
本
語
は
歌
い

や
す
く
　
美
し
い
こ
と
ば
で
あ
る
」
と
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
当
時
の
町
長
で
あ
っ
た
小
松

栄
男
氏
が
耕
輔
の
著
書
の
中
の
言
葉
か
ら
簡

約
し
た
も
の
で
す
が
、
な
ぜ
日
本
語
と
い
う

国
語
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

小
野

私
も
秋
田
を
訪
れ
た
際
、
顕
彰
碑
を

拝
見
し
ま
し
た
。
碑
文
は
「
音
楽
の
花
ひ
ら

く
頃
」
の
最
後
に
出
て
く
る
部
分
で
す
ね
。

碑
文
の
主
旨
は
、
日
本
語
そ
の
も
の
の
価
値

を
云
々
し
た
も
の
で
は
な
く
、
歌
詞
の
あ
る

歌
と
い
う
の
は
、
聴
衆
が
そ
の
国
語
を
理
解

し
て
初
め
て
効
果
を
生
ず
る
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
た
の
で
す
。
西
洋
の
も
の
を
、
全

く
解
ら
な
い
西
洋
の
言
葉
で
歌
っ
て
、
そ
れ

で
日
本
人
の
音
楽
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
本

当
に
日
本
人
の
心
に
音
楽
が
根
づ
く
の
で
し

ょ
う
か
、
と
い
う
問
い
か
け
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

―
　
当
時
の
声
楽
界
で
は
、
西
洋
の
歌
は
西

洋
の
原
語
（
言
葉
）
で
歌
わ
れ
な
け
れ
ば
本

物
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
原
語
主
義
の
勢
力

が
非
常
に
強
く
、
ま
し
て
や
日
本
語
の
歌
詞

に
よ
る
歌
曲
な
ど
一
向
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ

た
一
時
期
が
あ
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
？

小
野

「
原
語
一
点
張
り
」
の
考
え
方
が
強

か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
「
邦
語
歌

唱
」
と
い
う
運
動
が
起
き
て
き
ま
す
。
そ
れ

を
実
践
し
た
人
が
永
井
郁
子
と
い
う
人
で

す
。
永
井
は
「
な
ぜ
、
日
本
の
声
楽
ば
か
り

が
邦
訳
歌
詞
で
歌
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
」

と
問
い
か
け
、
邦
語
独
唱
会
を
実
に
五
百
回

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
耕
輔
は
、
こ
の
永
井

の
試
み
を
新
聞
の
評
に
、「
当
然
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
よ
う
や
く
一
つ
実
行
さ

れ
た
！
」
と
賞
賛
の
言
葉
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

耕
輔
も
、
声
楽
に
お
け
る
音
楽
と
詞
は
切
り

離
せ
な
い
関
係
で
あ
る
こ
と
は
十
分
分
か
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
聴
衆
が
外
国
語
を
全
く

理
解
で
き
な
い
よ
う
な
条
件
下
で
、
な
お
、

西
洋
の
言
葉
で
歌
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
は
な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
の

心
に
音
楽
を
入
れ
る
た
め
に
は
日
本
語
に
訳

し
て
歌
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

本
人
の
日
常
生
活
の
中
に
少
し
ず
つ
音
楽
が

親
し
ま
れ
て
い
っ
て
、
日
本
の
音
楽
を
作
る

き
っ
か
け
が
で
き
る
。
西
洋
音
楽
を
ど
の
よ

う
に
し
て
普
及
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
色
々

な
試
み
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
実
験
的
で

あ
っ
て
も
や
っ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
歌
劇
に
せ
よ
、
耕
輔
が
作
っ
た
歌

曲
に
せ
よ
、
こ
の
邦
語
歌
唱
と
い
う
問
題
に

せ
よ
、
共
通
し
て
い
る
試
み
で
す
ね
。

―
　
耕
輔
は
三
十
五
歳
に
し
て
欧
米
に
留
学

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
事
情
を
視
察
し
て

い
ま
す
。
耕
輔
の
社
会
音
楽
思
想
と
い
う
の

は
、
欧
米
視
察
の
結
果
と
し
て
初
め
て
出
て

き
た
も
の
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
実
は
違
う
ん
で
す
よ
ね
。

小
野

私
も
最
初
は
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
初
期
の
「
音
楽
新

報
」
を
読
ん
で
み
る
と
、
音
楽
学
校
在
学
中

か
ら
そ
う
い
う
思
想
が
胚
胎
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
て
、
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
当
時
、

留
学
し
て
い
た
人
は
い
て
も
、
専
ら
自
ら
の

演
奏
の
技
術
を
磨
い
て
帰
っ
て
く
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
耕
輔
の
異
な
る
と
こ
ろ
は
、

劇
場
の
構
造
や
収
容
人
数
を
調
べ
た
り
、
養

成
機
関
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る

か
、
奨
学
金
の
制
度
、
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
方

法
、
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ポ
ス
タ
ー
に
至

る
ま
で
、
非
常
に
細
か
な
点
に
報
告
が
及
ん

で
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

よ
ほ
ど
社
会
音
楽
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
が

あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。

―
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
す
ぐ
れ
た
音
楽
環
境

―
―
　
養
成
機
関
が
あ
り
、
劇
場
が
あ
り
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
団
体
が
あ
り
、
一
般
の
人

達
が
楽
し
む
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
施
設
と
音
楽
家
や
市
民
の
間
に
は
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し
っ
か
り
と
し
た
連
携
が
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
、耕
輔
は
驚
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
、日
本

で
も
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

小
野

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
理
想
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
す
ぐ
に
実
行
に
移
す
こ
と
に
は
無
理
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
で
き
る
こ
と
は
何

か
と
い
っ
た
ら
、
今
あ
る
と
こ
ろ
を
最
大
限

利
用
し
て
演
奏
活
動
を
行
う
こ
と
、
と
に
か

く
、
聴
衆
と
交
渉
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
積
み
重
ね
の
結
果
と
し
て
、
音
楽
会
の

で
き
る
施
設
を
造
る
と
い
っ
た
機
運
も
高
ま

っ
て
く
る
と
い
う
考
え
方
で
す
ね
。
国
家
政

策
的
に
も
提
言
も
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に

現
実
的
な
方
向
で
も
働
き
か
け
を
行
い
、
二

方
向
の
働
き
か
け
を
し
て
い
た
の
で
す
。

―
　
そ
の
現
実
的
な
方
向
の
一
つ
と
し
て
、

社
会
音
楽
の
普
及
目
的
の
た
め
「
帝
国
音
楽

会
」
を
組
織
し
、
定
期
的
な
演
奏
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
ね
。

小
野

帝
国
音
楽
会
が
組
織
さ
れ
た
の
は
明

治
四
十
年
の
こ
と
で
す
か
ら
、
研
究
科
在
学

の
と
き
で
す
ね
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
メ

ン
バ
ー
を
引
き
連
れ
、
地
方
巡
回
し
て
演
奏

会
を
開
催
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
当
時
、

地
方
の
音
楽
と
い
え
ば
、
学
校
音
楽
止
ま
り

で
あ
り
、
成
人
が
音
楽
に
親
し
む
機
会
は
非

常
に
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
最
初
は
東
京
で

演
奏
会
を
開
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

東
北
、
北
陸
、
北
海
道
、
満
州
に
ま
で
足
を

延
ば
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
帝
国
音
楽
会
が

組
織
さ
れ
る
前
年
に
、
秋
田
に
演
奏
旅
行
し

た
と
い
う
報
告
記
事
が
「
音
楽
新
報
」
に
あ

り
ま
す
ね
。
新
聞
社
の
主
催
で
、
千
秋
公
園

の
千
秋
苑
と
い
う
西
洋
風
の
楽
堂
で
盛
会
に

行
わ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
続
く
組
織

活
動
の
出
発
と
な
っ
た
き
っ
か
け
が
故
郷
、

秋
田
で
の
演
奏
会
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
は

興
味
深
い
話
で
す
ね
。

―
　
楽
壇
を
組
織
す
る
、
音
楽
家
の
権
利
を

擁
護
す
る
と
い
っ
た
団
体
の
組
織
活
動
に
も

後
年
か
な
り
の
力
を
入
れ
て
ま
す
。「
作
曲

家
協
会
」
の
設
立
で
す
と
か
、
合
唱
運
動
の

団
体
を
立
ち
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
こ

れ
ら
は
現
在
に
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
大

き
な
功
績
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
す
ね
。

小
野

そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
立
ち
あ
げ
た

の
は
、
留
学
か
ら
帰
っ
て
来
て
か
ら
で
す
が
、

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
在
学
中
、
す
で

に
「
音
楽
新
報
」
に
書
い
て
い
ま
す
。「
音

楽
家
と
衣
食
住
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事

で
は
、
音
楽
家
が
自
立
し
て
い
く
た
め
に
は

正
当
な
報
酬
を
受
け
な
な
け
れ
ば
や
っ
て
い

け
な
い
し
、
社
会
構
成
員
と
し
て
当
然
の
権

利
を
行
使
せ
ず
、「
武
士
は
食
わ
ね
ど
高
楊

枝
」
的
な
態
度
で
は
駄
目
だ
と
正
面
か
ら
言

っ
て
い
ま
す
ね
。
自
分
達
の
ジ
ャ
ン
ル
は
自

分
達
で
擁
護
し
て
い
く
と
い
っ
た
労
働
組
合

的
な
思
想
で
す
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

義
務
権
利
を
主
張
す
る
と
い
っ
た
社
会
的
な

背
景
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
延
長
と
し
て
作
曲

家
協
会
が
で
き
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
こ
ま

で
実
現
す
る
に
は
、
相
当
の
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
す
ね
。

―
　
合
唱
運
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
も

音
楽
を
社
会
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
始
め
た

も
の
と
考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
ク

ー
ル
と
い
う
形
式
を
採
り
入
れ
た
こ
と
に

は
、
西
洋
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
参
考
に
し

て
、
日
本
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
で
や
っ
た

方
が
普
及
し
や
す
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ

た
の
で
す
か
？
　

小
野

留
学
か
ら
戻
っ
た
耕
輔
は
、
国
民
音

楽
協
会
を
設
立
し
て
、
昭
和
二
年
十
一
月
に

「
第
一
回
合
唱
祭
」
と
称
し
て
、
明
治
神
宮

外
苑
で
行
っ
て
い
ま
す
。
耕
輔
の
中
に
は
、

合
唱
に
対
す
る
興
味
と
コ
ン
ク
ー
ル
に
対
す

る
興
味
の
両
方
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

耕
輔
は
合
唱
が
、
口
さ
え
あ
れ
ば
誰
に
で
も

で
き
る
上
に
、
一
緒
に
歌
っ
て
互
い
の
旋
律

を
聴
く
こ
と
で
和
声
を
自
然
と
学
ぶ
こ
と
ま

で
で
き
る
、
と
い
う
点
に
注
目
し
、
推
奨
し

た
の
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
競

う
と
い
う
こ
と
を
求
め
た
と
い
う
よ
り
も
、

東
京
音
楽
学
校
な
ど
一
部
の
人
々
の
独
占
状

態
だ
っ
た
音
楽
界
に
、
誰
で
も
受
け
る
権
利

の
あ
る
登
竜
門
を
作
る
こ
と
で
、
世
に
出
る

た
め
の
門
戸
を
社
会
一
般
に
開
く
た
め
に
取

り
入
れ
よ
う
と
し
た
よ
う
で
す
。
耕
輔
は
欧

州
留
学
の
間
に
、
一
般
の
職
業
に
つ
い
て
い

る
人
が
、
自
分
達
の
余
暇
と
し
て
合
唱
や
管

弦
楽
な
ど
を
や
っ
て
い
る
、
そ
う
し
た
文
化

が
労
働
者
階
級
に
も
根
付
い
て
い
る
こ
と
に

非
常
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

既
に
学
校
教
育
の
中
に
音
楽
は
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
大
部
分
の
人
が

音
楽
と
の
関
わ
り
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、

大
人
の
感
情
を
満
足
さ
せ
る
音
楽
が
な
い
こ

と
を
嘆
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
想
い
が
、

耕
輔
の
作
曲
へ
の
意
欲
を
か
り
た
て
る
一
つ

の
原
動
力
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
し
、
成
人

教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
随
分
と
言
及
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

―
　
そ
れ
に
関
連
し
て
で
す
が
、「
我
が
国

音
楽
教
育
の
父
　
小
松
耕
輔
」
と
い
っ
た
紹

介
文
が
随
分
あ
る
の
で
す
。
私
達
も
何
気
な

し
に
、
そ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
す

け
れ
ど
。

小
野

も
ち
ろ
ん
、
自
ら
学
習
院
で
教
鞭
を

と
っ
て
い
ま
す
し
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
の

著
作
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
主
眼
と
い

い
ま
す
か
、
一
番
の
特
徴
が
あ
っ
た
か
と
い
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う
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
私
は
思
い
ま
す
。
小
学
校
に
音
楽
教
育
を

最
初
に
導
入
し
た
の
は
、
東
京
音
楽
学
校
の

初
代
校
長
に
も
な
っ
て
い
る
伊
沢
修
二
と
い

う
人
で
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
父
と
は
、

少
し
違
う
と
思
い
ま
す
。

―
　
改
め
て
「
音
楽
の
花
ひ
ら
く
頃
」
を
読

ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
耕
輔
自
身
、「
伊
沢
先

生
は
、
わ
が
国
音
楽
教
育
の
父
で
あ
る
」
と

語
っ
て
い
ま
す
ね
。

小
野

何
を
も
っ
て
父
と
呼
ぶ
か
に
も
よ
っ

て
、
複
数
の
意
味
の
父
が
い
て
も
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は
、
今
の
音
楽
文

化
、
特
に
西
洋
音
楽
が
世
間
一
般
の
人
達
に

広
く
聴
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
音
楽
会
が
開

か
れ
る
施
設
も
充
実
し
、
演
奏
会
も
多
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
…
、
そ
う
い
っ
た
、

日
本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
普
及
発
展
を
支

え
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
づ
く
り
に
貢

献
し
た
人
、
わ
が
国
の
音
楽
文
化
発
展
の
中

心
的
原
動
力
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
人
と
し

て
、
耕
輔
は
再
評
価
さ
れ
て
よ
い
人
だ
と
思

い
ま
す
。

―
　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
小
野
さ
ん
は
こ

の
論
文
に
お
い
て
、
多
岐
に
亘
っ
て
い
た
耕

輔
の
諸
活
動
は
個
別
に
行
わ
れ
て
き
た
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
は
共
通
し
た
「
音
楽
の
社

会
化
」
と
言
え
る
思
想
が
流
れ
て
い
て
、
今

回
取
り
上
げ
た
耕
輔
の
論
考
と
活
動
は
全
て

つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
と

い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
そ
こ

で
、
今
日
の
音
楽
界
を
概
観
す
る
に
、
耕
輔

の
一
連
の
音
楽
の
社
会
化
運
動
の
思
想
は
、

ど
の
よ
う
な
点
で
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
お

考
え
で
す
か
。

小
野

ま
ず
、
私
た
ち
は
今
あ
る
音
楽
文
化

の
隆
盛
が
決
し
て
独
り
で
に
普
及
発
展
し
て

き
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
強
い
意
志

を
も
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
先
人
が

育
て
上
げ
て
き
た
結
果
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
と

も
す
る
と
、
よ
い
も
の
で
あ
れ
ば
何
も
努
力

し
な
く
て
も
勝
手
に
発
展
し
て
広
が
っ
て
い

く
も
の
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
こ

う
し
た
耕
輔
の
よ
う
な
思
想
を
も
っ
て
、
音

楽
の
社
会
化
、
つ
ま
り
世
間
一
般
の
人
々
が

自
分
た
ち
の
音
楽
と
し
て
享
受
で
き
る
仕
組

み
作
り
に
力
を
尽
く
し
た
人
が
い
な
け
れ

ば
、
今
日
の
よ
う
に
い
た
る
と
こ
ろ
で
音
楽

が
聴
か
れ
、
望
め
ば
か
な
り
の
も
の
ま
で
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
社
会
に
は
な

っ
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
耕
輔
が
、

ま
だ
揺
籃
期
の
日
本
の
音
楽
文
化
に
お
い

て
、
な
ぜ
何
か
一
つ
の
分
野
の
向
上
に
集
中

す
る
と
い
う
道
よ
り
も
、
未
熟
と
は
分
か
り

つ
つ
も
、
作
曲
に
演
奏
に
組
織
活
動
に
、
と

幅
広
い
分
野
の
開
拓
を
同
時
に
手
が
け
た
の

か
、
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
多
く
の
示
唆
を

含
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
演
奏
の

技
術
を
磨
い
て
も
、
そ
れ
を
一
般
の
人
が
無

理
な
く
聴
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
作
ら
な

け
れ
ば
、
そ
れ
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
い
作
品
を
作
り
、
よ
い
演
奏
技

術
を
学
び
、
人
々
に
知
ら
せ
、
聴
く
場
を
設

け
、
批
評
を
し
て
次
に
つ
な
げ
る
…
と
い
う

こ
と
が
継
続
し
て
で
き
る
よ
う
な
循
環
し
た

社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
満
足
な
音
楽
文
化
の
振
興
は
図
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
日
本
の
音
楽
家
の
レ
ベ
ル
も

高
度
化
し
、
音
楽
産
業
も
そ
れ
ぞ
れ
発
展
し

た
現
在
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
密
接
に
通
暁
し
、

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
指
揮
し
て
い
く
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
各
分
野
の
人
は
お
互
い
の
分
野
に
関
心

を
持
ち
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
連
環
し
て
聴

衆
の
も
と
に
届
き
、
音
楽
文
化
を
形
作
っ
て

い
く
の
か
に
、
よ
り
意
識
的
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
耕
輔
が
「
民
心
」
と
い

う
言
葉
で
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
民
の
心
は

常
に
変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
民
衆
の
求
め
る

も
の
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
常
に
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
心
に

留
め
て
お
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の「
民
心
」を
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
あ
て
は
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ

自
体
を
常
に
見
直
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
そ
の
た
め
に
、
耕
輔
が
行
っ
た
よ

う
に
あ
ら
ゆ
る
隣
接
分
野
や
大
衆
芸
能
に
も

目
を
配
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
現
に
様
々
な
模
索
が
試
み
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
う
し
た
試
み
に
は
、
耕
輔
が
百
年

前
に
抱
い
て
い
た
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
し
、
そ
れ
が
こ

れ
か
ら
の
世
の
中
で
は
ど
の
よ
う
な
形
と
し

て
現
れ
て
く
る
の
か
、
注
目
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
取
材
日
　
平
成
16
年
11
月
12
日
、
東
京
・
池
袋
に
て
）

【
編
集
後
記
】

小
野
さ
ん
は
、
美
貌
に
し
て
多
忙
な
人
で

あ
る
。
十
五
年
の
春
、「
小
松
耕
輔
に
つ
い

て
論
文
を
書
き
ま
し
た
」
と
い
う
痩
身
の
彼

女
を
前
に
、
私
は
黙
り
こ
む
し
か
な
か
っ
た
。

「
此
処
の
人
は
、
耕
輔
を
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
」
の
問
い
に
、「
耕

輔
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
よ
」
と
私
は
答
え
た
の
だ
っ
た
。
何
も

知
ら
な
い
の
は
私
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

昨
々
年
、
耕
輔
に
関
す
る
照
会
が
相
次
い
だ
。

少
し
は
知
っ
て
お
こ
う
と
紹
介
文
に
目
を
通

す
も
、
一
向
に
興
味
が
湧
か
な
い
。

幸
い
、
小
野
さ
ん
の
修
士
論
文
は
県
立
図

書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
序
論
を
読
み
、

何
か
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
筆
致
を
感
じ

た
。
か
つ
て
の
非
礼
を
詫
び
、
修
士
論
文
を

送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
に
は
、
全
く
異

な
っ
た
も
う
一
人
の
小
松
耕
輔
が
描
か
れ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
私
は
、
小
野
さ
ん
に
会

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
折

し
も
、
今
年
は
耕
輔
生
誕
百
二
十
年
で
は
な

い
か
。
標
題
は
「
音
楽
の
花
ひ
ら
く
頃
」
と

決
め
て
い
た
。
会
話
は
約
四
時
間
に
及
ん
だ
。

今
回
の
特
集
は
、
そ
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ

な
い
。
耕
輔
の
言
説
と
諸
活
動
を
詳
細
に
読

み
解
き
、
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ

た
小
野
さ
ん
の
論
文
は
、
日
本
洋
楽
史
に
お

け
る
初
め
て
の
小
松
耕
輔
論
で
あ
る
と
共
に

優
れ
た
社
会
音
楽
論
で
あ
る
。

多
忙
の
折
、
私
の
拙
い
原
稿
に
校
正
を
入

れ
、
最
後
ま
で
激
励
叱
咤
い
た
だ
い
た
小
野

さ
ん
に
深
甚
の
感
意
を
表
し
ま
す
。（
英
）
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平日昼間はなかなか年金の加入期間の
確認や年金見込み額の照会に行けないと
いう方のために、社会保険庁では平成16
年12月6日から、毎週月曜日の年金相談の
受付時間を午後7時まで延長しています。
また、平成17年1月22日、2月19日及び

3月12日の土曜日に、社会保険オンライ
ンシステムを稼働して年金加入の個人記
録を利用した年金相談（受付は午前9時
30分から午後4時まで）を実施していま
す。ぜひご利用ください。
（注）月曜日が祝日の平成17年1月3日、1
月10日及び3月21日については、その翌
日の年金相談受付時間を午後7時まで延
長します。また、オンラインシステムの
都合により、平成17年1月31日、2月28日
は通常どおり午後５時までとなります。

問い合わせ 町民福祉課年金担当 �69－2117

年金だより

年金相談を
実施します

高齢者を介護するうえで大切なのは、相手の立場で
考える「心のゆとり」です。
要介護者の中には、自分で排泄すらできない状況に、
いらだちや悲しみを覚える人も少なくありません。ま
た、介護者の目には、元気に働いていた要介護者の姿
が焼き付いているだけに、老いた姿が情けなく映るこ
とがあります。しかし、高齢者は子どもと違って教え
ても成長できないのが特徴です。要介護者の自立を促
すには、心のゆとりと老いに対する理解が必要です。
〈要介護者の自立を促す介護のポイント〉
１．「手」をかけるより「声」をかける。
２．自分でできることは、してもらう。
３．大きな声を出さず、耳元でゆっくりと。
４．ほめて動かす。
５．会話やスキンシップで触れ合いを。

介護のポイントは心のゆとり

滞納期間に応じて、次のような不利益が生じます。

� １年以上滞納すると…
介護サービスを利用したときに、いったん利用料の全額（利用者負担１割＋保険給付９割）
を自己負担することになります。
�　１年６ヵ月以上滞納すると…
介護サービスの保険給付の全部または一部が一時差し止められます。

�　２年以上滞納があると…
滞納期間に応じて、利用者負担が１割から３割に引き上げられた上に、高額介護サービス
費も支給されなくなります。

このように、保険料の滞納があると、現在介護サービスを利用している人だけで
なく、将来的に介護が必要になった場合にも多額の自己負担が生じますので、保険料納付をお願
いします。
保険料納付については、随時相談を受け付けていますので、ご相談ください。

A.

介護保険料を滞納し続けると、介護サービスを利用しよう
としたときに多額の自己負担をしなければならないそうで
すが、具体的にはどのような不利益があるのですか。

Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118
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新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
一
つ
二
つ
感
じ
た
点
を
述
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
も
四
年
を
経
過
し
ま

し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
景
気
は
低
迷

し
続
け
、
林
業
分
野
も
住
宅
着
工
減

少
に
よ
る
木
材
需
要
量
の
減
少
や
木

材
輸
入
に
よ
る
国
産
材
自
給
率
の
低

下
、木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
の
た
め
、

林
業
に
対
す
る
生
産
意
欲
が
減
退

し
、
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
森
林
管
理
の
放
棄
に
つ
な

が
り
、
健
全
な
森
林
機
能
発
揮
を
損

な
う
結
果
に
な
る
の
で
は
と
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
で

持
続
的
な
木
材
生
産
、
森
林
管
理
を

両
立
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
流
域
ご
と
に
間
伐
や
皆
伐
施

業
の
集
団
化
、
共
同
化
が
必
須
で
あ

り
、
こ
れ
ら
施
業
の
実
施
に
は
森
林

組
合
や
木
材
生
産
業
者
な
ど
事
業
体

の
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
が
有
効
と
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
林
道
網
を
拡
充
し
て

事
業
体
が
高
性
能
機
械
を
使
っ
た
木

材
生
産
等
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
が

重
要
で
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長佐藤

恒
悦
氏
）

　林業 
 だより 

林
業
の
課
題

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

3,398～3,598

3,146～3,254

―

―

全般的に当用買いで25％と低調。特に24cm～
はほとんど応札もない状況。

（
平
成
十
六
年
十
二
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

十
二
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
50

38

88

平均体重
277kg

261kg

270kg

平均価格
512,967円
461,586円
490,780円

kg当単価
1,763円
1,690円
1,732円

去　勢
雌

金　額
693,000円
696,150円

父
平茂勝
平茂勝

母の父
北国7の8
安福165の9

母の祖父
紋次郎
福　昌

おとなり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

�と　き…１月16日(日)
�ところ…◇裸まいり（新山神社、７：30）

◇凧あげ大会（アクアパル、10：00）
◇蔵の市（齋彌酒造店・ビン詰め工場、10：00）
本荘市商工観光課　�２４－６３２３

本荘市から

本荘新山神社裸まいり
本荘凧あげ大会
石脇蔵の市

�と　き…１月22日(土)、23日(日)
�ところ…ホテル「フォレスト鳥海」
�内　容…◇募集人員15人（25～45歳の独身女性）。◇集合

場所に、鳥海町の男性たちがバスで迎えに行きま
す。ホテルではウインタースポーツを楽しむも良
し、温泉でお肌に磨きをかけるも良し…。夜にな
ったら地酒やワインを楽しみながら交流パーティ
ーはいかがですか。

�参加費…3,000円
�申　込…下記の事務局へお申し込みください。追って開催

要項をお送りします。
�申込期限…平成17年１月14日(金)

「E-ネクスト鳥海」事務局（鳥海町企画情報課内）
TEL ５７－２２０２　FAX ５７－２０７６
E-mail：*_kikaku@town.chokai.akita.jp

女性参加者募集！
ふれあいツアー in ちょうかい

鳥海町から

�と　き…１月１日(土) 10：00
�ところ…ゆりの里交流センター「ゆりえもん」
�内　容…◇鏡開き（10：00）

◇ちびっ子餅つき大会（10：30）
�参加費…無料

ゆりの里交流センター　�５３－２６５１

ゆりえもん元旦イベント
由利町から

�と　き…１月８日(土)、９日(日) ①10：00 ②13：30
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇８日「プラスチック板でオリジナルキーホルダ

ーをつくろう」
◇９日「ベンハムのブンブンゴマをつくろう」

�参加料…無料
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

実験教室
仁賀保町から

�と　き…１月27日(木)
�ところ…金浦小学校体育館
�内　容…◇雪中行進（12：30）◇基調講演（14：00、講師

：毛利衛）◇シンポジウム（15：05）◇南極とテ
レビ交信（15：30）
金浦町公民館　�３８－２０４９

子ども南極シンポジウム
金浦町から

�と　き…１月27日(木) 10：00開会
�ところ…農村環境改善センター

大内町社会教育課　�６５－２２１０

第18回本荘由利新春俳句大内大会
大内町から
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

山
を
裂
き
地
を
割
り
越
の
枯
葎
　
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

ぎ
っ
し
り
と
年
木
積
ま
れ
し
納
屋
の
軒
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

友
の
訃
に
凩
の
夜
を
飲
み
直
す
　
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

名
の
木
枯
る
走
り
根
日
矢
を
ほ
し
い
ま
ま
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

ひ
と
り
居
に
声
掛
け
て
み
る
雪
囲
い
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

鉈
漬
の
夜
盗
と
な
り
ぬ
雪
明
り
　
　
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

芸
術
と
い
う
べ
き
冬
の
囲
い
か
な
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

小
春
日
や
陶
の
た
ぬ
き
は
酒
買
い
に
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

残
り
菜
を
摘
め
ば
吐
息
の
雪
催
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

霜
光
る
中
天
に
月
煌
煌
と
　
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

残
照
の
枯
松
原
や
蔦
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

人
は
み
な
生
き
か
た
違
う
夜
の
長
き
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

南
瓜
食
う
な
ら
わ
し
今
に
冬
至
か
な
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

腰
痛
の
日
が
な
一
日
冬
囲
い
　
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

異
次
元
を
彷
徨
う
母
の
師
走
か
な
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

枯
落
葉
喪
の
家
に
吊
る
昼
提
灯
　
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

枯
葉
踏
む
夜
の
と
ば
り
の
里
の
道
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

苑
小
春
勇
気
を
く
れ
し
優
太
君
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

小
六
月
和
気
あ
い
あ
い
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

福
の
神
と
貧
乏
の
神

む
か
し
む
か
し
、
福
の
神
と
貧
乏
の

神
が
、
こ
れ
か
ら
住
み
つ
く
家
を
探
す

た
め
、
二
人
揃
っ
て
方
々
を
巡
り
歩
い

て
い
ま
し
た
。

探
し
て
い
る
う
ち
に
、
二
人
は
と
て

も
立
派
な
門
構
え
の
家
に
さ
し
か
か

り
、
中
に
入
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
二
人
が
そ
の
庭
の
広
さ
に
驚
い
て

い
る
と
、
お
庭
の
池
の
ほ
と
り
に
建
っ

て
い
る
大
き
な
家
の
中
か
ら
、
泣
き
わ

め
く
声
や
怒ど

鳴な

り
散
ら
す
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
い
っ
た
い
に
何
が
起
こ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
、
二
人
が
耳
を
す
ま
し

立
っ
て
い
る
と
、「
こ
の
貧
乏
の
神
！
」

と
大
き
な
声
が
す
る
の
で
し
た
。
貧
乏

の
神
は
、
て
っ
き
り
自
分
が
呼
ば
れ
た

も
の
と
思
い
こ
み
「
は
い
は
い
…
」
と

返
事
を
し
な
が
ら
「
福
の
神
さ
ん
よ
ぉ
。

お
ら
ぁ
、
ど
う
や
ら
こ
の
家
か
ら
お
呼

び
の
よ
う
だ
。
家
が
決
ま
っ
て
良
か
っ

た
良
か
っ
た
」
と
そ
の
立
派
な
家
に
入

り
こ
ん
だ
の
で
し
た
。

一
方
、
福
の
神
も
熱
心
に
住
み
込
む

家
を
探
し
回
り
ま
し
た
が
、「
福
の
神
」

と
呼
ん
で
く
れ
る
家
も
な
く
、
と
う
と

う
暗
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
山
の

峠
を
越
え
て
小
さ
な
村
に
や
っ
て
き
た

福
の
神
が
、
村
は
ず
れ
の
一
軒
家
か
ら

も
れ
る
灯
り
を
頼
っ
て
訪
ね
て
み
る

と
、
屋
根
は
草
ぼ
う
ぼ
う
、
戸
障
子
の

代
わ
り
に
藁
ご
も
が
ぶ
ら
ん
と
下
が
っ

て
い
る
貧
し
そ
う
な
家
な
の
で
し
た
。

福
の
神
が
そ
っ
と
中
を
の
ぞ
い
て
み

る
と
、
細
々
と
柴
を
燃
や
す
い
ろ
り
端

で
、
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が
楽
し
そ
う
に

し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
す
。
二
人
が
あ
ん
ま

り
楽
し
そ
う
な
の
で
、
福
の
神
が
「
旅

の
者
で
す
。
ど
う
か
一
晩
泊
め
て
く
だ

さ
い
」
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、「
ど
う
ぞ

ど
う
ぞ
」
と
軽
く
承
知
し
て
く
れ
た
の

で
し
た
。
そ
し
て
「
こ
の
と
お
り
食
べ

る
物
も
飲
む
物
も
ろ
く
に
な
い
あ
ば
ら

．
．
．

家や

だ
…
」
独
り
言
の
爺
さ
ま
は
、
外
に

出
て
枯
れ
た
木
や
柴
を
拾
い
集
め
て
き

て
「
寒
い
と
き
は
い
ろ
り
の
火
が
一
番

の
ご
馳ち

走
よ
…
」
と
稗
の
お
粥
で
福
の

神
を
も
て
な

す
の
で
し

た
。す

っ
か
り

暖
ま
っ
た
福

の
神
は
、
仲

の
良
い
爺
さ

ま
と
婆
さ
ま

に
感
心
し
な

が
ら
も
、
貧

し
く
て
も
明

る
く
笑
い
な

が
ら
暮
ら
す

二
人
を
不
思

議
に
思
い
、

も
う
一
晩
泊

ま
っ
た
ら
二

人
の
気
持
ち
が
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な
か
ろ

う
か
と
、
も
う
一
晩
泊
め
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
何
日
泊

ま
っ
て
も
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
は
仲
が
よ

く
、
毎
日
楽
し
く
和
や
か
に
笑
っ
て
い

る
の
で
し
た
。
そ
れ
に
貧
乏
な
二
人
の

家
は
、
福
の
神
が
住
み
こ
ん
で
か
ら
と

い
う
も
の
、
だ
ん
だ
ん
裕
福
な
暮
ら
し

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
方
、
金
持
ち
の
立
派
な
家
は
、
貧

乏
の
神
が
入
っ
て
か
ら
ど
ん
ど
ん
不
幸

が
続
き
、
か
ま
ど

．
．
．

を
返
し
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。
昔
か
ら
、
貧
乏
で
も
明
る

く
和
や
か
な
家
に
は
福
の
神
が
住
み
つ

い
て
裕
福
に
な
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

菊
池
玉
さ
ん
（
遠
野
市
）
の
語
り
よ
り

（
石
渡
力
造
）

九
一



25 広報ひがしゆり　17.1.1

小　林　り　なちゃん 
　　　　（黒渕・1歳） 
お父さん：浩　二さん 
お母さん：結　香さん 
お話し：結香さん 

小　林　り　なちゃん 
　　　　（黒渕・1歳） 
お父さん：浩　二さん 
お母さん：結　香さん 
お話し：結香さん 

―職業は
ぷれっそのＡコープで働いています。
―休日の過ごし方は
歌が好きなので、友だちや彼氏とカラオケに行きま

す。あとはドライブも好きですね。県外に出掛けるこ
とも多いです。最近は山形に行きました。
―自分の性格は
どんなときでもマイペース。小さいことはあまり気

にならない性格です。友だちには落ち着いていると言
われます。
―理想のタイプは
優しい人。一緒にいて気楽な人が良いですね。
―目標・夢は
お金を貯めて、いろんな所に旅行することです。
―友だちへ一言
20歳になったら、みんなでいっぱい飲みに行こうね。

名前の由来は？
「女の子らしくて、かわいらしい名前にしようと思い、『りな』に
しました」
好きなものは？
「音楽が好きで、曲が流れると体を揺らしています」
最近のエピソードは？
「おじいちゃんとおばあちゃんにもらった、音楽が流れるクリス
マスツリーがお気に入りで、鳴らしてあげると喜んでいます」
本人の性格は？
「甘えん坊さんです。お兄ちゃんが遊んでいる所に邪魔して、パ
パを横取りしています」
どんなふうに育ってほしいですか？
「優しくて、思いやりのある子になってほしいです」
お父さんとお母さんから、りなちゃんへひとこと
「絶対に嫁には行かせませんから! 残念!!（父） 早く大きくなっ
て楽させてください（母）」

高　橋　美
み

佳
か

さん（松柴・20歳）

六
十
五
歳
の
世
帯
（
二
人
以
上
）
に
必
要
な
老

後
の
生
活
費
は
、
月
額
二
十
三
万
五
千
円
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
や
預
貯
金
だ
け
で
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
に
は
、
農
業
者
年
金
を
お
勧
め

し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

◇
長
期
的
に
安
定
し
た
年
金
制
度
で
す
。

将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を
あ
ら
か
じ

め
自
分
で
積
み
立
て
、
運
用
実
績
に
よ
り
受
給
額

が
決
ま
る
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。
加
入
者
や
普

及
車
の
数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金
制
度

で
す
。

◇
農
業
従
事
者
は
、
広
く
加
入
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
で
、
年
間
六
十

日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
六
十
歳
未
満
の
人
は
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農

業
者
や
配
偶
者
、
後
継
者
な
ど
の
家
族
従
事
者
も

加
入
で
き
ま
す
。
脱
退
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
加
入
期
間
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に
支

払
っ
た
保
険
料
は
、
将
来
年
金
と
し
て
受
け
取
れ

ま
す
。

◇
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
二
万
円
を
基
本
に
最
高
六
万

七
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま

す
。
経
済
的
な
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、
い

つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年
金
で
す
。

年
金
は
亡
く
な
る
ま
で
受
け
取
れ
ま
す
が
、
仮

に
加
入
者
や
受
給
者
が
八
十
歳
に
な
る
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
八
十
歳

ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
の
年
金
（
老
齢
年
金
）
を

予
定
利
率
で
割
り
戻
し
た
額
を
、
死
亡
一
時
金
と

し
て
遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。

◇
税
制
の
優
遇
措
置
を
利
用
し
た
節
税
効
果
が

あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
保
険
料
は
全
額
（
最
高
年
額
八

十
万
四
千
円
）、
所
得
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
、
所
得
額
が
増
え
る
ほ
ど
大
き
な
節

税
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
支
払
わ
れ
る
年
金

に
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◇
意
欲
の
あ
る
担
い
手
に
は
政
策
支
援
が
あ
り

ま
す
。

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業

者
に
は
、
保
険
料
の
一
部
を
助
成
す
る
政
策
支
援

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
や
加
入
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
（
�
69
―
２
１
９
７
）
ま
た
は
、

Ｊ
Ａ
の
窓
口
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

農業者年金制度の 
　　　　　ご案内 
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住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

11月末人口 前月比 

2,296 

2,457 

4,753 

1,369

－ 6 

－ 1 

－ 7 

2

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

11月異動人数 1月からの累計 

3 

5 

5 

11

19 

78 

65 

87

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

18 

5 

0 

3 

0 

2

3 

140 

20 

2 

12 

1 

5

10　月 
発生数 

1月から 
の累計  

原
野
、
山
裾
、
人
家
近
く
の
古
び
た
小
屋
（
写
真
・
宮
ノ
前
）

な
ど
に
自
生
す
る
ツ
ル
性
の
多
年
草
で
、
太
い
根
か
ら
地
上
茎
を

伸
ば
し
ま
す
。
雌
雄
異
株
で
、
雄
花
は
葉
脈
か
ら
白
い
糸
の
よ
う

な
美
し
い
五
弁
花
数
個
を

つ
け
ま
す
。
雌
花
は
葉
脈

か
ら
１
個
の
花
を
つ
け
ま

す
が
、
花
の
多
く
は
夕
方

か
ら
夜
に
開
花
し
、
朝
に

は
し
ぼ
み
ま
す
。
果
実
は

８
月
こ
ろ
は
写
真
の
よ
う

な
緑
色
を
し
て
い
ま
す

が
、
10
月
頃
は
赤
く
熟
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
カ
ラ
ス

マ
ン
コ
な
ど
と
い
い
、
赤

く
熟
し
た
果
実
の
汁
を
し

も
や
け
に
つ
け
る
と
良
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
由
利 

カ
ラ
ス
ウ
リ（

ウ
リ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.239

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金

一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
塚
紀
志
子
さ
ん
（
東
京
都
）、
中
村
松

夫
さ
ん
（
本
荘
市
）、
在
京
宿
小
会

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳

志
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

佐
々
木
隆
義
さ
ん
（
大
琴
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

明けましておめでとうございます。私
がこのほっとひといきを書いているのは
16年12月21日。締切に追われ朦朧とする
あまり、「ほっとひといきが年賀状だっ
たらなぁ～」なんてことを考え出す始末
です。でも冗談は抜きにして、今年もい
ろんな出会いに恵まれ、充実した一年を
過ごすことができました。そして、私を
支えてくださった皆さんに感謝です！
それでは、2005年も皆さんにとって良

い一年になりますように。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
11
月
21
日
〜
12
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
11
月
21
日
〜
12
月
20
日
届
出
）

3 日� 成人式
4 日� 役場仕事始め

出初め式
5 日� 新春町政座談会

（住吉分館　住吉館9：30）
（蔵分館　大蔵館13：30）

6 日� 新春町政座談会
（玉米分館　玉米会館9：30）
（老方分館　老方館13：30）

7 日� 新春町政座談会
（法内分館　克雪管理セ
ンター13：30）

わくわくサークル（理科教室）
高橋宏幸賞童話コンクー
ル作品展示（ジョイフル
シティ・～16日）

9 日� 新春町政座談会
（宿分館　高瀬館13：30）
郡市スポ少交流会スキー競技
（兼）郡市中学校スキー大会

10日� 成人の日
12日� 2歳児健診

青年バレーボールリーグ
開幕（～3月上旬）

13日� 機能訓練教室
14日� 小中学校始業式
18日� 乳児健診

食生活改善講習会
20日� ナイタースキー教室（～28日）
25日� ことぶき大学（県庁出前

講座ほか）
27日� 機能訓練教室
30日� 町民スポーツ祭ペタンク大会

新市の市章

は、全国から

寄 せ ら れ た

2,262点の中

から市町長会

議で最終選定

され、12月23

日に開催され

た第21回合併

協議会で発表されました。（右上）

由利本荘市の「由」と「本」の字体を合体さ

せ、由とも本ともとれるデザインが全体のモチ

ーフ。ユリの花、ユリの根、ごてんまりをベー

スに、躍動感が表現されています。（※複写の

ため実際の色とは多少異なります）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

11／23
浅
　
井
　
陽ひ

奈な

ち
ゃ
ん〈

充
　
〉
蔵
新
田

明
　
美

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

12／２
遠
　
藤
　
洋
　
司
さ
ん

）上
　
通

遠
　
藤
　
明
　
子
さ
ん

中
国
磐
石
市

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

11／30
大
場
吉
二
郎
さ
ん
（
73
）
ミ
　
ネ
･
夫
・
山
　
崎

12／３
寅
田
　
キ
ミ
さ
ん
（
82
）
敏
　
雄
･
母
・
新
　
町

12／５
佐
々
木
直
義
さ
ん
（
95
）
隆
　
義
･
父
・
大
　
琴

12／13
小
松
　
キ
ヤ
さ
ん
（
84
）

昇
　
･
母
・
田
　
代

12／15
石
渡
マ
ツ
ノ
さ
ん
（
94
）
力
　
造
･
母
・
蔵
新
田

12／19
佐
藤
　
　
忠
さ
ん
（
62
）
ミ
ヱ
子
･
夫
・
祝
　
沢

12／20
大
場
ハ
ツ
エ
さ
ん
（
100
）
惣
　
七
･
祖
母
・
久
　
保

新市の市章が
決まりました


